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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第12期 第13期 第14期 第15期 第16期

決算年月 2019年７月 2020年７月 2021年７月 2022年７月 2023年７月

売上高 (千円) 7,800,676 8,832,415 10,050,070 11,215,914 12,266,758

経常利益 (千円) 1,002,255 1,086,207 973,127 709,451 857,848

当期純利益 (千円) 635,501 678,562 546,109 401,891 602,571

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― － － －

資本金 (千円) 710,656 716,103 724,137 725,645 730,286

発行済株式総数 (株) 5,308,200 10,688,800 10,770,000 10,792,400 10,842,800

純資産額 (千円) 3,674,939 4,364,396 4,926,335 5,304,378 5,916,194

総資産額 (千円) 4,853,852 5,613,946 8,262,323 8,859,525 9,562,497

１株当たり純資産額 (円) 346.17 408.33 457.43 491.51 545.65

１株当たり配当額
(円)

― ― － － 15.00
(うち１株当たり
中間配当額)

(―) (―) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益 (円) 60.21 63.80 50.93 37.26 55.74

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) 58.05 61.96 49.85 36.66 55.02

自己資本比率 (％) 75.71 77.74 59.62 59.87 61.87

自己資本利益率 (％) 18.98 16.88 11.76 7.86 10.74

株価収益率 (倍) 43.85 29.36 36.87 35.99 22.68

配当性向 (％) ― ― － － 26.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 906,566 678,881 369,399 1,209,881 1,201,428

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △324,044 △1,100,191 △2,689,339 △1,470,971 △937,873

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,290 8,029 1,945,186 263,495 △230,876

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 2,260,473 1,847,192 1,472,438 1,474,844 1,507,524

従業員数
(人)

100 101 128 173 232
(外、平均臨時
雇用者数)

(112) (122) (129) (139) (185)

株主総利回り (％) 106.5 75.5 75.7 54.1 51.6
(比較指標：TOPIX
(配当なし))

(％) (89.3) (85.3) (108.4) (110.7) (132.5)

最高株価 (円) 7,380 3,305 2,646 1,955 2,050

   (5,670)    

最低株価 (円) 3,780 1,324 1,855 955 1,176

   (4,870)    
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(注) １．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第15期の期首から適用してお

り、第15期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっておりま

す。

４．第12期から第15期までの１株当たり配当額及び配当性向については、配当を実施していないため、記載して

おりません。

５．株主総利回りの算定に使用した当社株価並びに最高株価及び最低株価は、2022年４月４日より、東京証券取

引所プライム市場におけるものであります。また、2020年１月27日より2022年４月３日までは同取引所市場

第一部におけるものであり、それ以前は同取引所市場マザーズにおけるものであります。

６．当社は2019年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、第12期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当

たり当期純利益を算定しております。

７．当社は2019年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。第13期の株価につ

いては株式分割後の最高株価及び最低株価を記載しており、(　)内に株式分割前の最高株価及び最低株価を

記載しております。
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２ 【沿革】
 

年月 概要

2007年10月 東京都世田谷区に株式会社シルバーライフ設立

2007年11月 直営第１号店を東京都世田谷区に開業

2009年４月 「まごころ弁当」フランチャイズチェーンを開始

2010年６月 東京都新宿区に本店移転

2011年５月 東京都世田谷区に本店移転

2012年６月 高齢者施設等向け食材販売「まごころ食材サービス」を開始

2012年11月 東京都小平市に本店移転

2013年２月 群馬県邑楽郡邑楽町に自社工場を取得

2013年８月 株式会社ネクストコミュニティを吸収合併

2014年２月 「配食のふれ愛」フランチャイズチェーンを開始

2014年４月 東京都新宿区西新宿六丁目に本店移転

2014年４月 ＯＥＭ販売を開始

2014年10月 全直営店をフランチャイズ化

2016年２月 群馬工場で ＩＳＯ9001 の認証を取得

2016年３月 東京都新宿区西新宿四丁目に本店移転

2017年10月 東京証券取引所マザーズ市場に株式を上場

2017年10月 群馬県邑楽郡千代田町に赤岩物流センター新設

2018年３月 群馬県邑楽郡邑楽町に寄宿舎の新設

2019年６月 冷凍弁当直接販売「まごころケア食」販売開始

2020年１月 東京証券取引所市場第一部への上場市場変更

2020年４月 高齢者施設向け冷凍食材販売「こだわりシェフ」を開始

2020年７月 群馬工場で ＦＳＳＣ22000 の認証を取得

2021年３月 栃木県足利市にて栃木工場の稼働を開始

2021年８月 埼玉県加須市に加須センターを取得

2021年９月 「宅食ライフ」フランチャイズチェーンを開始

2022年３月 埼玉県加須市にて加須センターの稼働を開始

2022年４月 市場区分の見直しにより、東京証券取引所の市場第一部からプライム市場に移行

2023年３月 冷凍弁当直接販売「ライフミール」販売開始

2023年10月 東京証券取引所のプライム市場からスタンダード市場に移行
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３ 【事業の内容】

当社は、「我々シルバーライフは、食の観点から誰もが安心して歳を重ねていける社会を作ります」を経営理念と

して、高齢者向け配食サービスのフランチャイズ本部の運営及びフランチャイズ加盟店(以下、「FC加盟店」とい

う。)等への調理済み食材の販売を主な事業としております。

一人暮らしや要介護の高齢者には、自ら調理をすることや買い物に行くことが困難である等の理由で、手間をかけ

ずに毎日の食事を用意したいというニーズが生じております。

当社はこうしたニーズに応えることをミッションとし、配食サービスの仕組みを構築し運営するとともに、自社工

場及び仕入先工場で製造された調理済み食材をFC加盟店等へ販売しております。

なお、当社は、食材製造販売事業の単一セグメントであります。

 

(1) 販売先について

①　ＦＣ加盟店

当社は「まごころ弁当」「配食のふれ愛」「宅食ライフ」の３つのブランドによる配食店舗をフランチャイズ

方式によりチェーン展開しております。当社はFC加盟店に対して経営指導を行うとともに、弁当の食材等を販売

しております。

当社がFC加盟店に販売する食材は、主におかずとして調理された調理済み食材であり、FC加盟店が弁当用に炊

飯する米や使用する備品等も販売しております。調理済み食材には、自社工場で製造された食材と、仕入先工場

で製造された食材があり、日本全国のFC加盟店に対して販売を行っております。

各FC加盟店は、利用者である高齢者から指定の日時に応じた注文を受け、その他の見込み分を含めて当社から

食材を仕入れております。各FC加盟店は、配食スケジュールに合わせて米を炊飯するとともに、当社から仕入れ

た食材を店舗で弁当容器に盛りつけ、利用者の自宅に直接配達し、弁当代金を回収しております。弁当は、利用

者の希望に合わせ、利用者が食べやすいように食材を細かく刻む等の個別対応も行っております。

当社は各FC加盟店から食材代金とロイヤリティ等を回収しております。当社のFC加盟プランには、通常プラ

ン、ゼロプラン(初期費用の一部とロイヤリティ等が無料)の２つがあり、食材代金とロイヤリティ等は各プラン

において設定された条件に基づいて回収しております。

なお、当社は現在直営店の運営を行っておらず、当社の高齢者向け配食サービスの店舗は全てFC加盟店であり

ます。2023年７月末現在、「まごころ弁当」537店舗、「配食のふれ愛」326店舗、「宅食ライフ」107店舗を展開

しております。

 

②　高齢者施設等

当社は、自社製造した食材及び仕入食材を、高齢者向けの介護サービスを行っている老人ホーム、通所介護施

設等(以下、「高齢者施設等」という。)に販売しております。食材の配送は、当社や当社のFC加盟店より行って

おります。当社のFC加盟店より食材を発送している場合には、当社がFC加盟店に対して、食材配送委託料を支

払っております。

 

③　直販・その他

当社は、ECを主体とした冷凍弁当の直接販売（BtoC）のほか、受託製造によるOEM販売（BtoB）や加須センター

が稼働したことによる冷凍商材のピッキング及び保管業務等を内容とする倉庫業の運営を行っております。

 

(2) 食材供給体制について

当社の高齢者向け配食サービスは、日常食として高齢者に利用されております。そのため、毎日食べても飽き

ないよう多くのメニューを日替わりで用意するとともに、飲み込む力が弱い、摂取カロリーの制限がある等高齢

者の様々な状況に対応できるよう、当社の食材は、普通食に加え、糖質カロリー調整食・たんぱく調整食・ムー

ス食といった、多様なラインアップを提供しております。

 

①　自社工場

当社は、群馬県及び栃木県に自社工場(以下、「群馬工場」「栃木工場」という。)を保有しております。群馬

工場は、2013年２月に取得、同年８月より稼働、栃木工場は2021年３月より稼働を開始しております。

両工場においては、原材料を仕入れ、群馬工場では冷凍商材、栃木工場では冷蔵商材を調理・製造しておりま

す。各商材の取り扱いについて、冷蔵商材はFC加盟店及び高齢者施設等であり、冷凍商材はFC加盟店、高齢者施

設等、直販・その他であります。
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②　仕入先工場

当社は、アイサービス株式会社及びその他の仕入先工場より調理済み食材を仕入れ、FC加盟店及び高齢者施設

等に販売し、仕入先に対し食材代金を支払っております。仕入先工場で製造された食材は同工場よりFC加盟店(一

部高齢者施設等)に直送しております。

 

[事業系統図]

以上述べた事項を事業系統図によって示すと以下のとおりであります。

 

 
４ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。
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５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

2023年７月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

232(185) 32.9 2.8 4,610
 

(注) １．従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であり、平均臨時

雇用者数(パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。)は、年間の平均人員を(　)外数で記

載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．従業員数及び平均年間給与には、外国人労働者68名を含んでおります。

４. 前事業年度に比べ従業員が59名増加しております。主な理由は、加須センターの安定稼働を目的として期中

採用が増加したことによるものです。

５．当社は食材製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の従業員数の記載はしておりません。

 
(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。

 
(3) 管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

提出会社

当事業年度

補足説明
管理職に占める
女性労働者の割合

(％)
(注1)

男性労働者の
育児休業取得率

(％)
(注2)

労働者の男女の賃金の差異(％)(注1)

全労働者
正規雇用
労働者

パート・
有期労働者

25.0 0.0 64.4 74.4 92.8 ―

 

 (注) １．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出したも

のであります。

　　　２．「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の

規定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平

成３年労働省令第25号）第71条の４第１号における育児休業等の取得割合を算出したものであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1) 会社の基本の経営方針

当社は、経営理念として「我々シルバーライフは、食の観点から誰もが安心して歳を重ねていける社会を作り

ます」を掲げ、主に、高齢者向け配食サービスのフランチャイズ本部の運営及びフランチャイズ加盟店(以下、

「FC加盟店」という。)等への調理済み食材の販売を事業としております。

　経営理念の実現に向け、当社の競争優位性を強める成長戦略を着実に推進し、更なる業績拡大と企業価値の向

上を図ってまいります。

なお、文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであります。

 
(2) 経営環境及び優先的に対処すべき課題

高齢化が急速に進む我が国において、当社の属する高齢者向け配食サービス市場は年々拡大しております。こ

うした社会背景とスケールメリットを活かした競争優位性により、当社の売上は、創業以来、順調に推移してま

いりました。当社が今後も継続して成長していくためには、成長が見込まれている市場において如何にシェアを

拡大していくかが重要であると捉えております。そのためには、現在の競争優位性を更に進化させていくことが

必須となります。

　今後は、各販売区分別の売上拡大に取り組み、栃木工場及び加須センターの稼働に伴い、製造及び保管体制の

強化を進めることで利益改善をしていく必要があります。

　当社はこれらの中長期的な課題に対して、次のとおり計画しております。

 
①　当社の属する高齢者向け配食サービス市場の環境

我が国は75歳以上の後期高齢者の人口が2025年以降30年間増加すると予想されています。高齢者人口が増える

に従い、独居の高齢者も増えていきます。しかしながら国が介護・福祉にかける財源確保は更に困難を増し、介

護事業者の運営は厳しくなるものと予想しております。

　それらの環境下、高齢者のご自宅までお弁当を届ける当社の配食サービスや高齢者施設向けの食材サービスの

ニーズは更に高まるものと考えております。

 

②　外部環境を背景とした売上増の施策

・ＦＣ加盟店

既存店は店舗支援の強化を図り、店舗売上の増加に繋げてまいります。新店は広告宣伝や説明会開催を通じ

て契約増に繋げてまいります。

・高齢者施設等

利用施設からの要望に応える商品・サービス開発などを積極的に行い、冷蔵・冷凍両食材の拡販を目指して

まいります。

・直販・その他

冷凍弁当は、新たな顧客層獲得のための商品開発及び積極的な広告宣伝活動により、新規顧客の獲得ととも

に定期顧客を増やす施策を行ってまいります。

 

③　製造・保管体制の確立

　2022年３月に加須センターの稼働を開始し、これまで外部に委託していた冷凍商材のピッキング・保管業務を

内製化いたしました。加えて2022年10月から外部仕入れ食材の内製化を一部行いました。

　これらの活動は進行中であり、今後もその体制を強化することで、スケールメリットの追求と併せ、コスト面

での競争優位性を高めていく考えです。

 
④　目標とする経営指標

2028年７月期の売上高180億円、営業利益12億円を目指してまいります。

 
⑤　株主還元について

株主還元施策として、株主優待制度のほか、2023年７月期より、剰余金の配当を開始いたします。

　当社は今後も売上成長のベースとなる設備投資を必要に応じ行ってまいりますが、配当性向30%を目標とし、中
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長期的に安定した配当を継続して実施してまいります。

 

　　⑥　その他基盤強化に向け取り組むべき課題

　企業価値の向上を実現するために、サステナビリティ・ESGの観点をより一層重視し、気候変動への対応、人的

資本への投資、ガバナンス強化とリスクマネジメント力の向上等、持続可能な社会の実現に向けた取り組みにも

注力してまいります。

 
２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

当社シルバーライフは、「食の観点から誰もが安心して歳を重ねていける社会を作ります」という経営理念に基

づき、「自分で調理をすることや買い物に行くことが困難な一人暮らしや要介護の高齢者の方が、手間をかけず、

安心して食事をしてもらえるよう、手ごろな価格で弁当を用意し、毎日自宅に届けます。」をミッションとしてお

ります。

昨今、パリ協定の発効や SDGsの採択などを契機に、気候変動・サステナビリティに対する社会的な要請が高まっ

ており、サステナビリティを前提としたビジネスモデルの変革が必要不可欠となってきております。

このような状況を受け、気候変動及び人的資本の観点から「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指標と目

標」の考え方を整理し、取り組みを強化してまいります。

当社のサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。なお、文中の将来に関する事項

は、当事業年度末において当社が判断したものであります。

 
（１）ガバナンス

　当社は、2023年９月11日付でサステナビリティ推進の根幹となる「サステナビリティ基本方針」を定めました。

このサステナビリティ基本方針に基づき、当社及びステークホルダーにとって重要度の高い対応すべき課題をESGの

観点から総合的に評価し、中長期的な企業価値の向上に向けて、特に優先して取り組むべきテーマとして６つの重

要課題（マテリアリティ）を特定いたしました。

　現在は、各部署で取り組みを行っておりますが、今後は、各部署での活動状況をモニタリングし全社的に検討・

推進するための枠組みの整備を検討してまいります。

 
（２）戦略

　当社が特定した重要課題（マテリアリティ）及び特定の背景、今後の取り組みに関しては以下のとおりです。な

お、今後は、目標・評価指標（KPI）を定め、定期的なモニタリングを行ってまいります。
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（３）リスク管理

　当社では、気候関連について情報収集を行ったうえで、リスクの抽出を行ってまいります。特定されたリスクに

ついては、取締役会にて報告及び評価を行ったうえ、その他対応方針を検討するとともに関連部署へ具体的なアク

ションを落とし込んでいきます。

これらの活動に関しては、全体的に推進するための枠組の整備を検討してまいります。

 
（４）指標及び目標

　当社では、マテリアリティの特定と取り組みの内容に関する実績の算出を行っておりますが、今後は、目標・評

価指標（KPI）を定め、定期的なモニタリングを行ってまいります。なお、その他の実績値等については、当社ホー

ムページの「サステナビリティを巡る課題への取り組みについて」をご参照ください。

 
①温室効果ガス排出量の抑制

当社ではサステナビリティの観点を事業活動に取り込むため、当社の主要拠点であるFC店舗、工場2拠点、物流

センターのなかで、工場２拠点と物流センターに太陽光発電を導入しております。そして今後の削減目標の参考

として、GHGプロトコルに則り、排出量の算定を実施いたしました。今後は、排出量削減に向けた目標の設定を行

い、脱炭素社会へのコミットメントを強めてまいります。

・GHG排出総量実績　　　　　　 　　　2022年７月期：53,416 tCO2　　2023年７月期：57,020 tCO2
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②廃棄物排出量の削減

・廃棄物排出量実績　食品残渣　　　　2022年７月期：240.7t　　　　 2023年７月期：282.0t

・廃棄物排出量実績　廃プラ　　　　　2022年７月期：184.3t　　　　 2023年７月期：249.6t

 
③健康に配慮した商品開発

当社には、2023年７月末時点において28名の管理栄養士が在籍しており、栄養バランスのよい商品開発を行っ

ております。その中で、健康に配慮した特別食（糖質カロリー調整食、たんぱく調整食、ムース食）を販売して

おり、今後においても高齢化社会に貢献できるよう商品の種類及び選択肢を増加していけるよう取り組んでまい

ります。

 
④ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

当社が安定的な成長を達成していくためには、優秀な人材確保が必要です。当社はFC加盟店を指導する営業員

や本部員だけではなく、製造員や管理栄養士、衛生管理者等、様々な技能を有した人材を確保するため、新卒採

用だけではなく、パート・アルバイトからの社員登用や、中途採用、海外実習生の活用等により、優秀な人材の

獲得に取り組んでおります。また、人材教育に関しては実践的な技術指導のほか、社外研修等も利用して人材育

成を行っております。今後も事業拡大とともに以下の活動を通じて、多様な人材を受け入れていく方針です。

当社では、次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づき、以下の目標設定をしております。

・目標１：管理職に占める女性割合を2028年までに30％以上にする

女性管理職比率実績　　　　　2022年７月期：26.7％ 　     2023年７月期：25.0％

・目標２：従業員のワーク・イン・ライフ実現を支援

平均残業時間実績　　　　　　2022年７月期：16時間24分　  2023年７月期：18時間09分

 
⑤コーポレート・ガバナンスの強化

当社は、コーポレート・ガバナンスの強化を図る目的で、監査等委員会のほか、2022年７月29日付で指名・報

酬委員会を設置しております。

・監査等委員会の開催回数　　　　　　2023年７月期：20回

・指名・報酬委員会開催回数　　　　　2023年７月期：６回

 
⑥コンプライアンスとリスクマネジメントの徹底

　当社ではコンプライアンス委員会によるコンプライアンス状況の点検、eラーニングを用いた各種コンプライア

ンス研修、外部に相談できる内部通報窓口も設置しております。今後も当社が抱えるリスクの抽出とそれに対す

るアクションプランの策定を行ってまいります。なお、当該委員会では、各種法令順守状況のチェック及び対応

進捗の確認、外部によるBCPレビュー、BCP策定計画等を進めております。

・コンプライアンス・リスク委員会開催回数　　　　　2023年７月期：４回
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３ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が提出会社の財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクは、以下のとおり

であります。

なお、当社として必ずしも特に重要なリスクとは考えていない事項についても、投資判断の上で、あるいは当社の

事業活動を理解する上で重要と考えられる事項について、積極的な情報開示の観点から記載し「特に重要なリスク」

と「重要なリスク」に分類しております。

文中にある一部将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社が判断したものであり、将来におい

て発生可能性のある全ての事項を網羅するものではありません。

 

(特に重要なリスク)

 (1) 仕入・製造コストの変動について

当社の製品の原材料は、野菜、肉魚類、穀物等の食材でありますが、食材の価格は国内外の商品市況の影響を受

けるほか、海外から輸入されるものについては為替変動の影響を受け、仕入コストが大きく変動することがありま

す。また、昨今の原油価格高騰の影響によるエネルギー価格の上昇や物価上昇、労働人口減少に起因する人件費上

昇により、製造コストについても大きく変動することが見込まれます。

当社は、こうした仕入・製造コストの上昇を極力抑えるため、原材料調達先の複数確保や仕入価格の低い代替食

材によるメニューの組み換え、太陽光発電設備導入によるエネルギーコスト削減への取り組みなどの対策を行って

おります。

しかしながら、想定を超える大幅な市況の変化や為替変動が生じた場合には、仕入・製造コストの高騰による製

造原価上昇により、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 
(2) 食の安全性について

近年、食品への異物混入による健康被害や食品の偽装表示あるいはウィルス感染に起因する集団食中毒の発生

等、消費者の「食の安全性」に対する業界の信頼を損なう問題が発生しております。当社は、食品マネジメントシ

ステムに関する国際規格である「FSSC22000」(Food Safety System Certification 22000)を取得し、規格に基づい

た衛生管理、品質管理を実践することで、安全・安心な商品提供のための体制構築に努めております。

しかしながら、当社の内外において、生産者や流通過程等による異物混入や虚偽表示等の事故・事件が発生した

場合、顧客の食品一般に対する不信感や当社製品に対する信頼・信用の毀損等により、当社の業績及び財政状態に

重大な影響を及ぼす可能性があります。

 

(3) 代表取締役への依存について

当社の代表取締役である清水貴久氏は、経営方針や事業戦略策定をはじめ中期経営計画立案及び推進、新規事業

立案及び推進において重要かつ中心的な立場にあります。

現在、代表取締役に過度に依存しない経営体制となるよう、取締役会等における情報共有・議論の活性化が図ら

れるよう経営組織の強化を進めるとともに、任意の指名・報酬委員会を設置して、取締役会の監督強化を図ってま

いりますが、何らかの事由により代表取締役の業務継続が難しくなった場合には、当社の事業及び経営内容・業績

に重大な影響を及ぼす可能性があります。
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(重要なリスク)

(1) 市場環境及び競合他社との競争について

当社の属する高齢者向け配食サービス市場は、高齢者人口の増加、社会保障費用の増加による自治体の補助費削

減による民間への依存度拡大、配食サービスの浸透等により、堅調に拡大しております。今後も更に拡大が見込め

る市場であると考えております。

当社は上記の市場環境を勘案して積極的な展開を図り、FC加盟店の拡大、高齢者施設等向け食材販売、OEMによる

販売や冷凍弁当のEC販売を含めた事業も展開することで製造のスケールメリットを活かし、当該市場においての地

位確立に努めております。

しかしながら、市場に強い影響力を有する大手企業の参入や、食品小売業等、周辺の他業界並びに同業他社等と

の競争が激化した場合には、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(2) 法的規制について

当社の事業活動は、食品衛生法、中小小売商業振興法、私的独占の禁止及び公正取引確保に関する法律(以下、

「独占禁止法」という)や、各種消費者法、各種環境法令等の適用を受けております。当社においては、コンプライ

アンスの重要性についての教育を行い、日常行動の基本的な考え方や判断基準を定めたコンプライアンス規程に基

づき行動しております。しかしながら、今後これら法的規制の強化や新たな規制により事業活動が制限された場

合、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

なお、当社事業に関わる法規制のうち、特に影響が大きいと考えられるものは以下のとおりであります。

 
①　食品衛生法について

当社は、高齢者向け配食サービス事業運営にあたって食品衛生法の規制を受けております。FC加盟店の出店にあ

たっては食品衛生法に基づき、食品衛生責任者配置のもと営業許可を取得しております。また、SVの定期的な訪問

により、継続的に店舗の衛生管理体制の確認を実施しております。工場の運営にあたっても、食品衛生法等を順守

した衛生管理・品質管理等を行っております。

当社は今後においても食品衛生法を順守するため衛生管理に留意していく方針でありますが、万一食中毒等が

発生した場合、行政機関による営業の停止処分等や違反者の公表が行われるとともに、損害賠償等により当社の

業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

②　中小小売商業振興法及び独占禁止法について

当社は、フランチャイズチェーンの運営に関して「中小小売商業振興法」及び「独占禁止法」の規制を受けて

おります。「中小小売商業振興法」においては、当社のフランチャイズ事業の内容や加盟契約内容等を記載した

法定開示書面の事前交付が義務付けられております。また、「独占禁止法」においては当社がフランチャイズシ

ステムによる営業を適切に実施する範囲を超えて、FC加盟店に対して正常な商習慣に照らし不利益を与えること

及び優越的地位の濫用を禁止しております。当社はこれらの法令を順守しておりますが、法令等の改廃、新たな

法令等の制定により当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

③　各種消費者法について

当社は、ECサイト運営を通じて、当社商品を直接消費者へ販売する直販事業を展開しており、その事業運営にあ

たっては、消費者契約法、特定商取引に関する法律（特定商取引法）、不当景品類及び不当表示防止法（景品表示

法）、食品表示法、健康増進法等の法的規制を受けております。

当社は、社外専門家との連携や役職員への法令に関する教育を実施することで、関連法令への遵守に努めており

ますが、将来的な法令の変更や新たな法令の施行等があった場合、当社の事業活動が制限される可能性がありま

す。
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④　各種環境法令について

当社は、工場における食品製造及び直販事業における商品販売にあたって、「食品リサイクル法」「容器包装

リサイクル法」などをはじめとする各種環境法令の規制を受けております。「食品リサイクル法」においては、

食品残渣の発生量の減少及び飼料・肥料等への再生利用の促進を求められております。また、「容器包装リサイ

クル法」においては、提供する商品に使用する包材が同法に規定する容器包装に該当することから、リサイクル

を行う義務を負っております。

また、加須センターの稼働や各拠点における生産量の拡大により、「温暖化対策推進法」「省エネ法」といっ

た法令についても適用を受けており、必要な体制の整備が求められているところです。

事業にあたっては、生産部門と法務部門の連携を強化することにより、各種環境法令の順守に努めております

が、今後、法令等の改廃、新たな法令等の制定により当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。

 

(3) ＦＣ加盟店について

①　店舗運営・経営内容について

当社はFC加盟店との間でフランチャイズチェーン加盟契約を締結し、食材の供給とSV等を通じた店舗運営指導

や経営支援を行っております。しかしながら、FC加盟店は、当社とは資本関係のない独自の経営をしており、当

社の管理が細部まで行き届かない可能性があります。フランチャイズチェーン展開が計画どおりに実現できない

場合、食材販売売上やロイヤリティ収入が減少すること等があるとともに、当社の指導が及ばない範囲でFC加盟

店等において当社ブランドに悪影響を及ぼすような事態が発生した場合、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼ

す可能性があります。

また、FC加盟店は個人事業者が多く、財務基盤は必ずしも安定していないため、経済状況や市場動向、災害、

その他の事由によりFC加盟店の経営状況が悪化する事態となった場合、当社への未払金の増加やFC加盟店の撤退

等により、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

②　出店政策について

当社は、複数のインターネット広告とフランチャイズ専門の紙媒体広告等を用い、WEBや実店舗でのフランチャ

イズ説明会を実施し積極的なFC加盟店展開政策を取ってまいりました。

しかしながら、フランチャイズ加盟希望者が他フランチャイズチェーンに流れたり、新規参入等により高齢者

向け配食サービス業界の競合が激化し当社フランチャイズチェーンの魅力が相対的に低下したりすること等によ

り、計画どおりに新規出店が確保できない場合、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(4) 人材の確保及び育成について

当社が安定的な成長を達成していくためには、優秀な人材の確保が必要であります。当社はFC加盟店の運営を指

導する営業人員だけでなく、製造人員や栄養士等、様々な技能を有した人材を確保するため、新卒採用だけでな

く、パート・アルバイトからの社員登用や、中途採用、海外実習生の活用等により、優秀な人材の獲得に取り組ん

でおります。また人材教育に関しては、実践的な技術指導を主に、社外研修等も利用して人材育成を行っておりま

す。

当社は今後の事業拡大に応じて必要な人材の確保と育成に努めていく方針でありますが、必要な人員の確保が計

画どおり進まなかった場合、又は人員の流出が生じた場合、人材の育成が想定どおり進まなかった場合には、競争

力の低下や事業拡大の制約要因が生じ、当社の事業及び経営内容・業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(5) 自然災害及び感染症拡大等の発生について

当社の本社、工場・倉庫及びFC加盟店出店地域において大規模な地震や台風、大雨等の災害が発生し、本社、工

場・倉庫及びFC加盟店の損壊、道路・通信網の寸断等により店舗運営並びに仕入・生産・配送等が困難になった場

合、一時的に営業活動が阻害される恐れや修繕費等、多額の費用が発生するなどの可能性があります。

　また、当社の工場及び倉庫で新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染症が流行した場合、一時的に操業停

止・出荷遅延するなど事業活動が阻害される可能性がありますが、それらの事態に備えて工場の分散化や提携工場

との連携を強化しております。しかしながら、そのような事態が発生した場合、当社の業績及び財政状態に影響を

及ぼす可能性があります。
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(6) システムトラブルについて

当社は、通信ネットワークやコンピュータシステムを使用し、商品の調達や販売等多岐にわたるオペレーション

を実施しております。システムの運用・管理には万全を期しておりますが、想定外の自然災害や事故等により設備

に甚大な被害があった場合や、コンピュータウィルスの不正侵入、又は従業員の過誤等によるシステム障害が発生

した場合は、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(7) 個人情報の管理について

当社は、高齢者向け配食サービス事業の特性として、個人情報を多く取り扱っており、適正な取得取扱者の限

定、配布先の制限等の安全管理措置、社内規程に則った厳重な管理体制の整備と周知徹底を課題として取り組んで

おります。しかしながら、万一、システム障害等の事故や不正流出等により、情報が漏洩した場合には、法令違

反、損害賠償等により、当社の業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。
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４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績等の状況の概要

当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー(以下「経営成績等」という。)の状況の

概要は次のとおりであります。

 

①　財政状態及び経営成績の状況

当事業年度における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い行動制限が解消され、社

会経済活動は緩やかに回復しております。一方で、円安の進行や、ロシアのウクライナ侵攻等を背景とした原

材料価格やエネルギー価格、輸送費の高騰に伴う物価上昇が与える様々な価格への影響も懸念され、依然とし

て不透明な状況が続いております。

国内における高齢者向け配食サービス市場におきましては、新型コロナウイルス感染症の増加による一時的

な配食需要の増加は落ち着きました。しかしながら長期的な視点では、高齢者人口及び一人暮らし高齢者世帯

の増加を背景に、市場は引き続き拡大傾向が続いております。

このような状況のもと、FC加盟店におきましては、新型コロナウイルス感染症からの回復に伴い、新規契約

の需要が減少したため、FCオーナー募集広告や説明会の強化、新契約プランの追加等の取り組みを行いまし

た。また直販・その他におきましてはWEBプロモーションを中心に積極的な販売促進活動や新しい冷凍弁当ブラ

ンドの立ち上げを行うことで売上拡大に努めてまいりました。

製造面については、工場及び物流センターにおいて、前事業年度まで続いていた大型投資が終了し、製造・

保管能力が大幅に強化されたことから、外部委託していた一部の冷蔵商材を自社製造に切り替えました。一方

で、材料費は上昇しましたが、この内製化が上昇分を吸収し、売上総利益率は改善しました。

販売管理費については、加須センターの稼働開始に伴い、人件費や減価償却費が増加したほか、外部委託し

ていた商材を内製化したことで運賃が増加しました。また、従業員の給与アップや広告宣伝費の増加により、

売上高販売管理費率は高まりました。

この結果、当事業年度の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ．財政状態

当事業年度における財政状態は、総資産は9,562,497千円(前事業年度末比7.9％増)となりました。負債は

3,646,302千円(同2.6％増)、純資産は5,916,194千円(同11.5％増)となりました。

 

ｂ．経営成績

当事業年度における経営成績は、売上高は12,266,758千円(前事業年度比9.4％増)、営業利益は670,152千円

(同19.3％増)、経常利益は857,848千円(同20.9％増)、当期純利益は602,571千円(同49.9％増)となりました。

 

 

販売先別の経営成績は次のとおりであります。なお、当社は食材製造販売事業の単一セグメントであるため、

販売区分別に記載しております。

 

(ＦＣ加盟店)

フランチャイズを展開しているFC加盟店の店舗数は、前事業年度末から「まごころ弁当」が21店舗減少、

「配食のふれ愛」が39店舗減少、「宅食ライフ」が40店舗増加したことから、当事業年度末における店舗数は

20店舗減少し、970店舗となりました。

FC加盟店においては新型コロナウイルス感染症からの回復に伴い、新規契約の需要が減少したため、新たな

取り組みとして、FCオーナー募集広告の強化、FC説明会参加者へインセンティブ付与、開業の負担を軽減した

新たな契約プランの追加等の活動を行いました。

高齢者人口の増加に伴い、市場の需要が高まっていることから、当事業年度の売上高は8,523,397千円(前事

業年度比5.5％増)となりました。

 

(高齢者施設等)

当社におきましては、高齢者施設向け冷蔵食材販売サービスである「まごころ食材サービス」と、冷凍食材
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販売サービスである「こだわりシェフ」及び「おてがるシェフ」を展開しております。

　高齢者施設や障がい者施設では、人手不足、コスト削減の一環でサービスの外部委託が増加する傾向にあり

ます。合理化が進む中で、冷蔵食材から、利便性の高い冷凍食材へ切り替わっている傾向にあることから、営

業活動は冷凍食材を中心とした新規営業及び既存納入先の冷凍への切り替え営業を進めてまいりました。

この結果、高齢者施設等向け食材販売における当事業年度の売上高は1,325,027千円(前事業年度比1.4％増)

となりました。

 

(直販・その他)

ECを主体とした冷凍弁当の直接販売（BtoC）では、幅広い年齢層向けの「まごころケア食」と、自由にメ

ニューの指定が可能になった「きくばりべんとう」、若年層向けの「ライフミール」を展開しております。共

働き世代の増加やライフスタイルの多様化、新型コロナウイルス感染症を背景にした宅食への注目度の高まり

から、市場は拡大傾向にあり、積極的な販売促進活動を行った結果、売上は増加しました。

　OEM販売（BtoB）及び倉庫業においては、加須センターの稼働により、製造・保管・発送までを一括で受託す

ることが可能になったため、新規取引先を積極的に獲得することに努めました。また既存取引先の受注数につ

いても順調に増加していることから、売上は増加しました。

この結果、直販・その他における当事業年度の売上高は2,418,332千円(前事業年度比32.3％増)となりまし

た。

 

②　キャッシュ・フローの状況

当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前事業年度より32,679千円増加し、

1,507,524千円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、1,201,428千円(前事業年度は1,209,881千円の獲得)となりました。

収入の主な内訳は、税引前当期純利益856,528千円、減価償却費689,725千円であり、支出の主な内訳は、法

人税等の支払額157,515千円であります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、937,873千円(前事業年度は1,470,971千円の使用)となりました。

支出の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出787,429千円、無形固定資産の取得による支出171,387千

円であります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、230,876千円(前事業年度は263,495千円の獲得)となりました。

収入の内訳は、ストックオプションの行使による収入9,281千円であります。支出の主な内訳は、長期借入金

（1年以内返済予定を含む）の返済による支出239,400千円であります。

 

③　生産、受注及び販売の実績

ａ．生産実績

当事業年度の生産実績は、以下のとおりであります。なお、当社は食材製造販売事業の単一セグメントであ

り、販売区分ごとに製造を分けておりませんので販売区分別の記載はしておりません。

 

セグメントの名称

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

金額(千円) 前事業年度比(％)

食材製造販売事業 5,519,832 143.7

合計 5,519,832 143.7
 

(注) 金額は製造原価によっております。
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ｂ．受注実績

当社は、概ね受注から販売までの期間が短いため、受注実績に関する記載を省略しております。

 
ｃ．販売実績

当事業年度における販売実績を販売区分別に示すと、以下のとおりであります。

 

販売区分の名称

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

金額(千円) 前事業年度比(％)

ＦＣ加盟店 8,523,397 105.5

高齢者施設等 1,325,027 101.4

直販・その他 2,418,332 132.3

合計 12,266,758 109.4
 

(注) １．当社は食材製造販売事業の単一セグメントであるため、販売区分別の販売実績を記載しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．主要な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合については、総販売実績の10％以上

の相手先がないため、記載を省略しております。

 
(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において判断したものであります。

 

①　重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されております。こ

の財務諸表の作成にあたって、経営者より一定の会計基準の範囲内で見積りが行われている部分があり、資

産・負債や収益・費用の数値に反映されています。これらの見積りについては、継続して評価し、必要に応じ

て見直しを行っていますが、見積りには不確実性が伴うため、実際の結果はこれらと異なることがあります。

当社の財務諸表を作成するにあたって用いた会計上の見積り及び仮定のうち、重要なものは以下のとおりで

す。

 

(貸倒引当金)

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

なお、期末日現在に保有する債権の信用リスクが、外部環境等の変化によって過去に有していた債権の信用

リスクと著しく異なる場合には、貸倒実績率を補正すること等が必要となり、貸倒引当金の金額が増減する可

能性があります。

 

(固定資産の減損処理)

減損損失は、減損の兆候が見られる資産グループについて減損損失の認識を判定し、当該資産グループから

得られる将来キャッシュ・フローが帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損

失を計上することとしています。

減損の兆候の把握、減損損失の認識及び測定にあたっては決算時点で入手可能な情報に基づき合理的に判断

していますが、経営環境の変化や地価の変動等、前提とした条件や仮定に変更が生じ回収可能価額が減少した

場合、減損処理が必要となる可能性があります。

 

(繰延税金資産)

繰延税金資産の回収可能性は、収益力に基づく一時差異等加減算前課税所得の十分性、タックス・プランニ

ングに基づく一時差異等加減算前課税所得の十分性及び将来加算一時差異の十分性に基づき、将来の税金負担

額を軽減する効果を有するかどうかにより判断しています。
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当該見積り及び仮定について、外部環境の変化等により見直しが必要となった場合、繰延税金資産が減額さ

れ税金費用が計上される可能性があります。

 

②　当事業年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社の当事業年度の経営成績は次のとおりであります。

 

当事業年度における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い行動制限が解消され、社会

経済活動は緩やかに回復しております。一方で、円安の進行や、ロシアのウクライナ侵攻等を背景とした原材料

価格やエネルギー価格、輸送費の高騰に伴う物価上昇が与える様々な価格への影響も懸念され、依然として不透

明な状況が続いております。

国内における高齢者向け配食サービス市場におきましては、新型コロナウイルス感染症の増加による一時的な

配食需要の増加は落ち着きました。しかしながら長期的な視点では、高齢者人口及び一人暮らし高齢者世帯の増

加を背景に、市場は引き続き拡大傾向が続いております。

このような状況のもと、FC加盟店におきましては、新型コロナウイルス感染症からの回復に伴い、新規契約の

需要が減少したため、FCオーナー募集広告や説明会の強化、新契約プランの追加等の取り組みを行いました。ま

た直販・その他におきましてはWEBプロモーションを中心に積極的な販売促進活動や新しい冷凍弁当ブランドの立

ち上げを行うことで売上拡大に努めてまいりました。

製造面については、工場及び物流センターにおいて、前事業年度まで続いていた大型投資が終了し、製造・保

管能力が大幅に強化されたことから、外部委託していた一部の冷蔵商材を自社製造に切り替えました。一方で、

材料費は上昇しましたが、この内製化が上昇分を吸収し、売上総利益率は改善しました。

販売管理費については、加須センターの稼働開始に伴い、人件費や減価償却費が増加したほか、外部委託して

いた商材を内製化したことで運賃が増加しました。また、従業員の給与アップや広告宣伝費の増加により、売上

高販売管理費率は高まりました。

この結果、当事業年度の売上高は12,266,758千円(前事業年度比9.4％増)、営業利益は670,152千円(同19.3％

増)、経常利益は857,848千円(同20.9％増)、当期純利益は602,571千円(同49.9％増)となりました。

 

③　当事業年度の財政状態の分析については、「(1) 経営成績等の状況の概要　①　財政状態及び経営成績の状

況　ａ．財政状態」に記載しております。

 

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因について

当社は、「３　事業等のリスク」に記載のとおり、食品の安全性への信頼を揺るがす事故・事件の発生等、

様々なリスク要因が当社の経営成績に重要な影響を与える可能性があると認識しております。

そのため、当社は、定期的な第三者機関による品質・安全性の検査の実施等により、経営成績に重要な影響を

与えるリスク要因を分散し、リスクの発生を抑え、適切に対応していく所存であります。

なお、新型コロナウイルス感染症に関する業績への影響は軽微であると考えておりますが、今後の事業及び業

績に対する影響につきましては、注視していく必要があるものと考えております。

 
(4) 経営戦略の現状と見通し

 当社の属する高齢者向け配食サービス市場は、団塊の世代が75歳以上になる2025年に向けて、後期高齢者人口

及び一人暮らし高齢者世帯は拡大傾向にあります。

フランチャイズを展開しているFC加盟店では、新型コロナウイルス感染症の増加による一時的な配食需要の増

加は落ち着きました。しかしながら、高齢者人口及び一人暮らし高齢者世帯の増加を背景に、売上は引き続き緩

やかな増加を見込んでおります。当期から始まったFCオーナー募集広告の強化、FC説明会参加者へインセンティ

ブ付与、新たな契約プランの追加等の施策を継続することで、年間約24店舗程度の増加を見込み、期末店舗数は

994店舗前後となることを予想しております。

高齢者施設等では、冷蔵商材の施設需要が減少している一方、利便性の観点から冷凍商材の需要は増加してい

ます。当事業年度から継続している冷凍商材の営業強化で、冷蔵商材の売上減少を補うことを見込んでおりま

す。

　直販・その他では、EC販売（BtoC）において、積極的な販売促進活動を行ったことで、売上は拡大傾向にあり

ます。引き続きWEBプロモーションやSNSを活用した販売促進活動を行うことで売上がさらに拡大すると予想して

おります。また、OEM販売においては、当事業年度に複数の新規取引先を獲得したことから、翌事業年度では既存
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の取引先の売上拡大に力を注いでまいります。

 

(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　キャッシュ・フロー

当事業年度のキャッシュ・フローの分析については、「(1) 経営成績等の状況の概要　②　キャッシュ・フ

ローの状況」に記載しております。

 

②　財政政策

当社の運転資金需要のうち主なものは、原材料及び貯蔵品の調達や製造費、販売費及び一般管理費等の営業費

用であります。投資を目的とした資金需要は、生産設備への投資等によるものであります。当社は、事業運営上

必要な資金の流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としております。短期運転資金は自己資金

及び金融機関からの短期借入を基本としており、設備投資等は自己資金で賄うことを基本方針としております。

なお、当事業年度末における現金及び現金同等物の残高は、1,507,524千円となっております。

 

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

経営者の問題認識と今後の方針につきましては、この文中に記載したほか、「１　経営方針、経営環境及び対

処すべき課題等」に記載のとおりであります。

 
５ 【経営上の重要な契約等】

当社は、フランチャイズ加盟者との間で、「フランチャイズチェーン加盟契約書」を締結しております。契約内容

の要旨は、以下のとおりであります。

 

名称 フランチャイズチェーン加盟契約書

内容
当社がフランチャイズ本部となり、FC加盟店に対し「まごころ弁当」、「配食のふれ愛」
又は「宅食ライフ」の商標を使用し、フランチャイズ本部が開発したノウハウに基づきフ
ランチャイズ本部が指定した地域で店舗を開業、運営する権利を付与する。

契約期間 本契約の締結日から５年間

契約条件

加盟金 50万円(消費税等別)

保証金 40万円

ロイヤリティ 店舗の月間売上の５％ただし上限は10万円(消費税等別)
 

(注)　契約条件は通常プランの場合であります。ゼロプランの場合、月額３万円の会費のほかは加盟金及びロイヤリ

ティは無料となりますが、食材の卸値等が通常プランと異なります。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度における設備の新設、改修等に伴う設備投資等の総額は1,024,567千円であります。

その主なものは、加須センターの改修に係る投資（357,049千円）、群馬工場の製造設備改善（322,897千円）であ

ります。

なお、当事業年度において重要な設備の除却、売却等はありません。

 

２ 【主要な設備の状況】

当社の主要な設備は、以下のとおりであります。

2023年７月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内容

帳簿価額

従業員数
(人)建物

(千円)
構築物
(千円)

機械及び
装置
(千円)

土地
(千円)
(面積㎡)

リース資
産

(千円)

その他
(千円)

合計
(千円)

本社
(東京都新宿
区)

業務統括
設備

 11,141 - - - - 8,966 20,108 44(2)

群馬工場
(群馬県邑楽
郡邑楽町)

食品製造
設備

399,443 9,919 344,166
9,557

(2,847.05)
2,511 26,247 791,845 55(85)

栃木工場
(栃木県足利
市羽刈町)

食品製造
設備

1,816,850 92,270 617,984
209,683

(8,782.47)
- 29,970 2,766,760 87(86)

寄宿舎
(群馬県邑楽
郡邑楽町)

寄宿舎 58,047 3,485 -
33,473

(1,417.31)
- 196 95,203 -

第二寄宿舎
(群馬県邑楽
郡邑楽町)

寄宿舎 69,505 1,187 - - - 221 70,914 -

コ ー ル セ ン
ター
(埼玉県加須
市)

業務統括
設備

- - - - - 9,028 9,028 -

旧赤岩物流セ
ンター
(群馬県邑楽
郡千代田町)

遊休 63,334 5,174 55,360
25,229

(2,292.72)
- 1,831 150,930 -

世田谷狛江店
(東京都世田
谷区)

賃貸店舗
設備

21,496 - -
10,600
(278.48)

- - 32,096 -

加須センター
(埼玉県加須
市)

物流セン
ター

596,232 56,064 403,583
287,356

(12,153.89)
- 27,030 1,370,267 46(105)

 

(注) １．帳簿価額のうち「その他」は、車両運搬具及び工具、器具及び備品であります。なお、金額には消費税等を

含めておりません。

　　 ２．従業員数の(　)は、臨時雇用者数を外数で記載しております。

３．当社は食材製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

４．帳簿価額は減損損失計上後の金額であります。
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３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等

該当事項はありません。

 
(2) 重要な設備の除却等

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2023年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年10月30日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,842,800 10,842,800
東京証券取引所

(スタンダード市場)
単元株式数は100株でありま
す。

計 10,842,800 10,842,800 ― ―
 

(注) １．提出日現在発行数には、2023年10月１日から本有価証券報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 

決議年月日 2015年５月20日 2016年２月15日 2016年10月28日

付与対象者の区分及び人数(名)
当社取締役　３
当社従業員　31

当社取締役　４
当社従業員　37

当社取締役　４
当社従業員　43

新株予約権の数(個)　※ 240(注)１ 770(注)１ 625(注)１

新株予約権の目的となる株式の種
類、内容及び数(株)　※

普通株式
19,200

(注)１,５

普通株式
61,600

(注)１,５

普通株式
50,000

(注)１,５

新株予約権の行使時の払込金額
(円)　※

42(注)２,５ 124(注)２,５ 324(注)２,５

新株予約権の行使期間　※
自　2017年５月21日
至　2025年５月20日

自　2018年２月16日
至　2026年２月15日

自　2018年10月29日
至　2026年10月28日

新株予約権の行使により株式を
発行する場合の株式の発行価格
及び資本組入額(円)　※

発行価格　　42(注)５
資本組入額　21(注)５

発行価格　　124(注)５
資本組入額　 62(注)５

発行価格　　324(注)５
資本組入額　162(注)５

新株予約権の行使の条件　※ (注)３ 同左 同左

新株予約権の譲渡に関する事項　※
新株予約権の譲渡につ
いては、取締役会の承
認を要する。

同左 同左

組織再編成行為に伴う新株予約権の
交付に関する事項　※

― ― ―
 

※　当事業年度の末日(2023年７月31日)における内容を記載しております。なお、提出日の前月末（2023年９月30

日）現在においてこれらの事項に変更はありません。
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(注) １．新株予約権１個につき目的となる株式数は、80株であります。

新株予約権の割当日後、当社が株式分割(株式の無償割当てを含む。以下同じ。)または株式併合を行う場

合、次の算式により目的である株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は新株予約権のうち、

当該時点で権利行使していない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の

端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率
 

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合または当社が完全子会社

となる株式交換若しくは株式移転を行い新株予約権が承継される場合、当社は、合併比率等に応じ必要と認

める株式数の調整を行うことができるものとする。

２．新株予約権の割当日後、次の各事由が生じたときは、各算式により調整された行使価額に新株予約権１個当

たりの目的である株式の数を乗じた額とする。なお、調整後の行使価額は、１円未満の端数を切り上げる。

(1) 当社が株式分割または株式併合を行う場合

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率
 

(2) 当社が時価を下回る価額で募集株式を発行(株式の無償割当てによる株式の発行及び自己株式を交付す

る場合を含み、新株予約権(新株予約権付社債も含む。)の行使による場合及び当社の普通株式に転換で

きる証券の転換による場合を除く。)する場合

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
募集株式発行前の株価

既発行株式数＋新規発行株式数
 

ただし、算式中の既発行株式数は、株式の発行の効力発生日前日における当社の発行済株式総数から、

当該時点における当社の保有する自己株式の数を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合、新規発

行株式数を処分する自己株式の数に読み替えるものとする。また、算式中の募集株式発行前の株価は、

当社株式に市場価格がない場合、調整前行使価額とし、当社株式に市場価格がある場合、直前の当社優

先市場における最終取引価格とする。

(3) 当社が吸収合併存続会社となる吸収合併を行う場合、当社が吸収分割承継会社となる吸収分割を行う場

合、または当社が完全親会社となる株式交換を行う場合、その他これらの場合に準じて行使価額の調整

を必要とする場合、当社は必要と認める行使価額の調整を行う。

３．新株予約権の権利行使の条件

新株予約権者は、権利行使時において当社または当社子会社の取締役及び従業員の地位にあることを要する

ものとする。ただし、任期満了による退任、定年退職、会社都合による退任・退職、業務上の疾病に起因す

る退職、及び転籍その他正当な理由の存する場合で、取締役会が認めた場合はこの限りでない。また、新株

予約権の相続を認めないものとする。

４．会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件

(1) 当社が消滅会社となる合弁契約書、当社が完全子会社となる株式交換契約書、または当社が分割会社と

なる会社分割についての分割計画書・分割契約書について株主総会の承認(株主総会の承認を要しない

会社分割の場合は取締役会決議)がなされたとき、並びに株式移転の議案につき株主総会の決議がなさ

れたときは、当社は新株予約権の全部を無償にて取得することができる。

(2) 新株予約権者が、「新株予約権の行使の条件」に定める規定に基づく新株予約権の行使の条件を満たさ

ず、新株予約権を行使できなくなった場合若しくは新株予約権者が死亡した場合は、当社はその新株予

約権を無償にて取得することができるものとする。

５．2017年３月４日付で普通株式１株につき20株、2018年５月１日付で普通株式１株につき２株、2019年10月１

日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。これにより、「新株予約権の目的となる株式

の種類、内容及び数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株予約権の行使により株式を発行する

場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。

 

② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年５月１日～
2018年７月31日

(注)１．
6,400 5,256,800 595 701,787 595 691,787

2018年８月１日～
2019年７月31日

(注)１．
51,400 5,308,200 8,868 710,656 8,868 700,656

2019年10月１日
(注)２．

5,308,200 10,616,400 ― 710,656 ― 700,656

2019年10月１日～
2020年７月31日

(注)１．
72,400 10,688,800 5,447 716,103 5,447 706,103

2020年８月１日～
2021年７月31日

(注)１．
81,200 10,770,000 8,033 724,137 8,033 714,137

2021年８月１日～
2022年７月31日

(注)１．
22,400 10,792,400 1,508 725,645 1,508 715,645

2022年８月１日～
2023年７月31日

(注)１．
50,400 10,842,800 4,640 730,286 4,640 720,286

 

(注) １．新株予約権(ストックオプション)の権利行使による増加であります。

２．株式分割によるもの(１：２)であります。

 
(5) 【所有者別状況】

2023年７月31日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数100株)

単元未満
株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数
(人)

‐ 9 19 63 41 23 10,517 10,672 ‐

所有株式数
(単元)

‐ 13,247 489 40,351 1,080 47 53,141 108,355 6,900

所有株式数
の割合(％)

‐ 12.2 0.5 37.2 1.0 0.0 49.1 100.0 ‐
 

(注)　自己株式422株は、「個人その他」に4単元、「単元未満株式の状況」に22株含まれております。
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(6) 【大株主の状況】

2023年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社近江屋 東京都世田谷区北沢５丁目30－10 4,000,000 36.89

清水　貴久 東京都世田谷区 1,976,800 18.23

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 565,400 5.21

株式会社日本カストディ銀行(信
託口)

東京都中央区晴海１丁目８－12 484,800 4.47

第一生命保険株式会社
[常任代理人]
株式会社日本カストディ銀行

東京都千代田区有楽町１丁目13－１
(東京都中央区晴海１丁目８番12号)

246,400 2.27

シルバーライフ社員持株会 東京都新宿区西新宿４丁目32－4　 31,400 0.28

戸井　丈嗣 東京都世田谷区 31,200 0.28

GOVERNMENT OF NORWAY
[常任代理人]
シティバンク、エヌ・エイ東京
支店

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107 NO
(東京都新宿区新宿６丁目27番30号)

28,800 0.26

片寄　達哉 東京都世田谷区 25,600 0.23

米倉　秀 東京都台東区 23,400 0.21

計 ― 7,413,800 68.37
 

(注) １．信託銀行等の信託業務に係る株式数については、当社として網羅的に把握することができないため、株主名

簿上の名義での所有株式数を記載しております。

　　　 ２．2021年８月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、みずほ証券株式会社及び　

　　　　　 その共同保有者であるアセットマネジメントOne株式会社が2021年８月13日現在で以下の株式を所　　

　　　　　 有している旨が記載されているものの、当社として2023年７月末現在における実質所有株式数の

          確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　　　  　なお、当該大量保有報告書の内容は、次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 24,400 0.23

アセットマネジメントOne株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 517,800 4.81

計 ― 542,200 5.03
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― 　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― 　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 400
 

　　　　　　　　― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 10,835,500
 

108,355

権利内容に何ら制限のない、当
社における標準となる株式であ
ります。なお、単元株式数は
100株であります。

単元未満株式 普通株式 6,900
 

　　　　　　　　― ―

発行済株式総数 10,842,800 　　　　　　　　― ―

総株主の議決権 　　　　　　　　― 108,355 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2023年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社シルバーライフ
東京都新宿区西新宿四丁
目32番４号

400 - 400 0.00

計 ― 400 - 400 0.00
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２ 【自己株式の取得等の状況】
 

【株式の種類等】 会社法第155条第７号の規定に基づく単元未満株式の買取請求による普通株式の取得
 

 
(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価格の総額（円）

当事業年度における取得自己株式 23 36,915

当期間における取得自己株式 - ‐
 

（注）当期間における取得自己株式には、2023年10月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取り

による株式数は含まれておりません。

 
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

 

区分
当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額

(円)
株式数(株)

処分価額の総額
(円)

引き受ける者の募集を行った
取得自己株式

― ― ― ―

消却の処分を行った取得自己株式 ― ― ― ―

合併、株式交換、株式交付、
会社分割に係る移転を行った
取得自己株式

― ― ― ―

その他(―) ― ― ― ―
     

保有自己株式数 422 ― 422 ―
 

(注) １．当期間における保有自己株式数には、2023年10月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

りによる取得自己株式は含まれておりません。

 
３ 【配当政策】

当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題であると認識しております。しかしながら、現状におきまして

は、未だ成長過程にあることから、内部留保を充実させ経営基盤の安定化を図るとともに、事業拡大のための投資等

によって一層の企業価値向上を図る方針であります。

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況を勘案し、内部留保とのバランスを取りつつ、配当性向30％を

目途に中長期的に安定し、継続して配当を実施してまいります。

当社は年１回の期末配当を基本方針としておりますが、将来的な中間配当の実施に備え、会社法第454条第５項に規

定する中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。なお、これら剰余金の配当の決定機関は、期末配当

については株主総会、中間配当については取締役会であります。

2023年7月期は当期純利益が602,571千円の黒字であるため、１株当たり15円を配当金額としております。

 

決議年月日
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

2023年10月27日
定時株主総会決議

162,635 15.00
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

①　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、公正で透明性の高い経営を行い、企業価値を継続的に高め企業の社会的責任を果たし、当社の全ての

ステークホルダー(利害関係者)から信頼を得ることをコーポレート・ガバナンスの基本的な考え方としておりま

す。

また、コンプライアンスの徹底を図るとともに、積極的かつ迅速な情報開示による透明性・健全性の向上と効

率経営を実現するための施策並びに組織体制の継続的な改善・強化に努めております。

 

②　企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由

イ．企業統治の体制の概要

ａ．取締役会

当社の取締役会は、取締役(監査等委員であるものを除く。)４名、社内取締役である監査等委員１名及び

社外取締役である監査等委員３名で構成されております。議長は代表取締役が務めており、当社の重要な業

務執行を決定し、取締役の職務の執行を監督する機能を有しております。

取締役会は、毎月１回の定例取締役会に加え、必要に応じて臨時取締役会を開催し、迅速かつ効率的な経

営監視体制をとっております。また、取締役会の議決権を有する監査等委員が取締役会での審議に加わるこ

とで経営に対する牽制機能を発揮しております。

当事業年度における取締役会の開催状況及び各取締役の出席状況は以下のとおりであります。

氏名 会社における地位 開催回数 出席回数

清水　貴久 代表取締役社長 20回 20回

戸井　丈嗣 取締役 20回 20回

増山　弘和 取締役 20回 20回

横田　啓 取締役 20回 20回

齋藤　玲子 取締役・常勤監査等委員 15回 15回

深町　周輔 社外取締役・監査等委員 20回 20回

橋元　秀行 社外取締役・監査等委員 20回 20回

　長谷川　直哉 社外取締役・監査等委員 15回 14回
 

（注１）常勤監査等委員である取締役齋藤玲子氏及び監査等委員である社外取締役長谷川直哉氏は、

　　　　　2022年10月26日開催の第15回定時株主総会に選任されており、上記は当該株主総会以降に

　　　　　開催された取締役会（15回開催）について記載しております。

（注２）上表の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び定款の規定に基づき、取締役会があった

 　　　　 ものとみなす書面決議が１回ありました。

 
取締役会におきましては、各部門の月次活動状況、予算・経営計画の策定、決算の状況、社内規程の制改

定、株主総会の招集及び付議事項、適時開示、内部統制評価、その他重要な経営戦略に関する内容について

意見交換を実施し、検討・決定を行っております。

ｂ．監査等委員会

当社の監査等委員会は、常勤監査等委員１名及び社外取締役である監査等委員３名で構成されており、議

長は常勤監査等委員が務めております。

監査等委員会では、ガバナンスのあり方とその運用状況を監視し、取締役会への出席に加え、常勤監査等

委員を中心に、日常的活動を含む取締役の職務執行の監査を行っております。

監査等委員会は、毎月１回の定例監査等委員会に加え、必要に応じて臨時監査等委員会を開催し、迅速か

つ効率的な経営監視体制をとっております。
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ｃ．指名・報酬委員会

指名・報酬委員会は、取締役の指名・報酬等に係る評価・決定プロセスの透明性・客観性及び公正性を図

り、取締役会の監督機能の強化、コーポレート・ガバナンス体制の強化・充実を図ることを目的として2022

年７月29日開催の当社取締役会決議によって設置されました。

当社の指名・報酬委員会は、取締役(監査等委員であるものを除く。)２名、社外取締役である監査等委員

３名で構成されており、議長は社外取締役である深町周輔氏が務めております。

指名・報酬委員会の役割は、取締役会からの諮問に応じて、取締役会の構成についての考え方、取締役の

選任及び解任に関する事項、取締役の報酬に関する事項、その他取締役会が必要と認めた事項について審議

をし、取締役会への答申を行うこととしています。

当事業年度における指名・報酬委員会の開催状況及び各委員の出席状況は以下のとおりであります。

氏名 会社における地位 開催回数 出席回数

清水　貴久 代表取締役社長 6回 6回

増山　弘和 取締役 6回 6回

深町　周輔 社外取締役・監査等委員 6回 6回

橋元　秀行 社外取締役・監査等委員 6回 6回

　長谷川　直哉 社外取締役・監査等委員 3回 3回
 

（注）監査等委員である社外取締役長谷川直哉氏は、2022年10月26日開催の第15回定時株主総会に選任されて

おり、上記は当該株主総会以降に開催された指名・報酬委員会（３回開催）について記載しております。

 
指名・報酬委員会におきましては、取締役の選任、取締役報酬、取締役会の実効性評価等の内容について

意見交換を実施し、取締役会への答申・決定を行っております。

ｄ．経営会議

経営会議は、当社の業務執行に関する情報共有を図り、代表取締役社長及び取締役会を補佐することを目

的とし、議長は代表取締役が務めております。

経営会議には、取締役はいつでも出席して意見を述べることができる体制としております。

ｅ．内部監査室

内部監査室は、代表取締役社長直轄の組織として設置しており、当社の会計監査、業務監査、システム監

査、内部統制評価、個人情報保護監査を実施しております。業務遂行上特に必要があるときは、代表取締役

社長の命により別に指名された外部の者を加えて監査を行うことができ、当社の業務全般の監査を行ってお

ります。

ロ．企業統治の体制を採用する理由

当社は、監査等委員会設置会社であります。これは、当社の会社規模等に鑑み、業務執行機能と監督・監査

機能のバランスを効率的に発揮するため、当社にとって最適な体制であると判断しているためです。なお、提

出日現在における当社の企業統治の体制の概要図は、次のとおりであります。
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③　企業統治に関するその他の事項

イ．内部統制システムの整備状況

当社取締役会において決議した業務の適正を確保するための体制(いわゆる内部統制システム)に関する基本

方針は、次のとおりであります。

ａ．当社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

(1) 当社は、法令・定款及び社会規範を順守するための「企業倫理行動憲章規程」を制定し、全社に周知・

徹底する。

(2) 当社は、「コンプライアンス規程」を制定するとともに、コンプライアンス委員会を設置し、当社のコ

ンプライアンス体制の構築・維持にあたる。

(3) 当社のコンプライアンス担当者は、当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)、監査等委員及び使

用人に対し、コンプライアンスに関する教育・研修を適宜開催し、コンプライアンス意識の維持・向上

を図る。

(4) 当社は、内部通報制度を設け、当社の使用人が、問題の早期発見・未然防止を図り、適切かつ迅速に対

応する。

(5) 当社は、「健全な会社経営のため、反社会的勢力とは決して関わりを持たず、また不当な要求には断固

としてこれを拒絶する。」ことを宣し、当社は、これに基づき、毅然とした態度で臨むものとする。

(6) 内部監査部門は、当社の法令及び定款の順守体制の有効性について監査を行い、是正や改善の必要があ

るときには、当該主管部門及び被監査部門は、速やかにその対策を講ずる。

ｂ．当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

(1) 取締役(監査等委員であるものを除く。)の職務の執行に関わる情報については、法令及び文書管理規程

等に基づき、適切に保管及び管理を行う。

(2) 取締役(監査等委員であるものを除く。)及び監査等委員は、これらの文書等を、常時閲覧できる体制と

する。

ｃ．当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

(1) 当社は「リスク管理規程」を制定し、会社の事業活動において想定される各種のリスクに対応する部署

または組織、責任者を定め、適切に評価・管理体制を構築する。

(2) 当社は、リスク管理委員会を設置し、当社の事業活動における各種リスクに対する予防・軽減体制の強

化を図る。

(3) 当社は、危機発生時には、緊急事態対応体制をとり、社内外への適切な情報伝達を含め、当該危機に対

して適切かつ迅速に対処する。

(4) 内部監査部門は、当社のリスク管理体制について監査を行い、是正や改善の必要があるときには、当該

主管部門及び被監査部門は、速やかにその対策を講ずる。

ｄ．当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

(1) 取締役会の意思決定機能及び業務監督機能と、各取締役(監査等委員であるものを除く。)の業務執行機

EDINET提出書類

株式会社シルバーライフ(E33282)

有価証券報告書

31/77



能を分離する。

(2) 「取締役会規程」、「業務分掌規程」及び「職務権限規程」を定め、取締役(監査等委員であるものを除

く。)の職務及び権限、責任の明確化を図る。

(3) 取締役会を毎月１回定期的に開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催する。

ｅ．当社における業務の適正を確保するための体制

(1) 取締役会は、当社の経営計画を決議し、経営企画部門はその進捗状況を毎月取締役会に報告する。

(2) 内部監査部門は、当社の内部監査を実施し、その結果を代表取締役社長及び監査等委員会に報告する。

ｆ．当社の監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項、当該取締役及び当該使用人の当

社の取締役(監査等委員であるものを除く。)からの独立性に関する事項並びに当該取締役及び当該使用人に

対する指示の実効性の確保に関する事項

(1) 当社は、必要に応じ監査等委員会の職務を補助する監査等委員会事務局を置き、同事務局に属する使用

人は、専ら監査等委員会の指示に従って、その職務を補助することができる。なお、監査等委員会の職

務を補助する取締役は置かない。

(2) 当社の監査等委員会は、その職務の必要に応じて、管理部門及び内部監査部門に属する使用人を、一定

期間、特定の監査のための職務を補助する者として指名することができる。(以下、(1)の使用人と合わ

せて監査職務補助者という。)

(3) 当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)は、監査職務補助者に対して、監査等委員会の指揮命令

に従うことを指示するとともに、当該監査職務補助者がその指示を受けた職務を執行することができる

ように、その者のその他の業務につき適切な配慮をしなければならない。

(4) 監査職務補助者の解雇、配転、考課、賃金その他の報酬等の雇用条件に関する事項に関しては、当社の

取締役(監査等委員であるものを除く。)はあらかじめ監査等委員会あるいは常勤監査等委員に相談する

ことを要する。

(5) 当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)は、上記(1)ないし(4)の具体的な運用の細目を監査等委

員会と協議して定め、各項目の内容と合わせて当社内に公表することを要する。

ｇ．当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)及び使用人が監査等委員会に報告するための体制その他監

査等委員会への報告に関する体制並びに監査等委員会への報告をした者が当該報告をしたことを理由として

不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

(1) 当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)は、当社に関する以下に例示する事項等を監査等委員会

に報告する。ただし、常勤監査等委員あるいは監査等委員会から指名を受けた監査等委員が出席した会

議等については、この報告を省略することができる。

①　経営会議で報告された重要な事項

②　業務報告会等で報告された重要な事項

③　会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項

④　内部監査に関する重要な事項

⑤　重大な法令・定款違反に関する事項

⑥　その他コンプライアンス・リスク管理上重要な事項

(2) 当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)及び使用人は、上記(1)の③、⑤及び⑥に関する重要な事

実を発見した場合は、ａ．(2)のコンプライアンス委員会及びｃ．(2)のリスク管理委員会への報告、

ａ．(4)の内部通報制度に基づく通報、もしくは監査等委員会に直接報告できるものとする。

(3) 上記(2)に基づき報告を行った取締役(監査等委員であるものを除く。)及び使用人が、当該報告を行った

ことを理由として、不利な取扱いを受けることを禁じるものとする。

ｈ．当社の監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職務の執行につ

いて生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

(1) 当社は、監査等委員がその職務の執行について、当社に対し、会社法第399条の２第４項に基づく費用の

前払等の請求をしたときは、当該請求に係る費用または債務が当該監査等委員会の職務の執行に必要で

ないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。

(2) 監査等委員会が、独自の外部専門家(弁護士・公認会計士等)を求めた場合、当社は、監査等委員会の職

務の執行に必要でないと認められた場合を除き、その費用を負担する。

ｉ．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

(1) 監査等委員会には、法令に従い、社外取締役である監査等委員を含み、公正かつ透明性を担保する。
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(2) 監査等委員会あるいは常勤監査等委員は、代表取締役と定期的に意見交換を行い、相互の意思疎通を図

る。

(3) 監査等委員会あるいは常勤監査等委員は、会計監査人及び内部監査部門と定期的に情報交換を行い、相

互の連携を図る。

(4) 監査等委員会あるいは常勤監査等委員は、監査業務に必要と判断した場合は、当社の費用負担にて弁護

士、公認会計士、その他専門家の意見を聴取することができる。

ｊ．財務報告の信頼性を確保するための体制

(1) 信頼性のある財務報告の作成及び金融商品取引法に基づく内部統制報告書の有効かつ適切な提出のた

め、「内部統制規程」を定め、内部統制が有効に機能するための体制を構築する。

(2) 財務報告における不正や誤謬が発生するリスクを管理し、業務執行の適正化を推進するとともに、財務

報告に係る社内規程等の適切な整備及び運用を行う。

(3) 財務報告に係る内部統制の仕組みが適正かつ有効に機能することを継続的に監視・評価し、不備があれ

ば、必要な改善・是正を行うとともに、関係法令との適合性を確保する。

(4) 内部監査部門は、当社の財務報告に係る内部統制について監査を行い、是正や改善の必要があるときに

は、当該主管部門及び被監査部門は、速やかにその対策を講ずる。

ｋ．反社会的勢力の排除に向けた体制

(1) 当社は、反社会的勢力・団体・個人とは一切の関わりを持たず、不当・不法な要求には応じないことを

基本方針とし、「反社会的勢力排除規程」を定め、当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)、監

査等委員及び使用人に周知徹底する。

(2) 平素より、関係行政機関などからの情報収集に努め、事案の発生時は、関係行政機関や法律の専門家と

緊密に連携を取り、組織全体として速やかに対処できる体制を整備する。

 

ロ．リスク管理体制の整備状況

当社は、「内部統制システムに関する基本方針」に基づき、リスク管理を強化するため、「リスク管理規

程」を制定し、リスク情報を早期に把握・共有することでリスクの顕在化を未然に防止する体制の構築に努め

ております。

具体的には、リスク管理委員会を設置し、リスクの識別、分析評価及びその予防と対応策の検討、不祥事、

トラブルに対する迅速な対応及び状況の総括的把握、リスクの顕在化に対する再発防止策検討と実施指示等を

行っております。

また、法律事務所及び会計事務所等の法務・会計専門家並びに外部の専門家との相談や意見交換を通じて、

事業に係るリスクをはじめとする諸情報を得て、最善と考えられる経営判断を行うよう努めております。

 

ハ．コンプライアンス体制の整備状況

当社は、コンプライアンス体制については「コンプライアンス規程」を制定し、これに従い全役職員が倫

理・コンプライアンスに対する意識の向上を図るとともに、社会倫理に適合した行動と、法令の順守を実施す

ることを周知徹底しております。

コンプライアンスの徹底を図るため、取締役会直轄の組織としてコンプライアンス委員会を設置し、当社の

業務運営に関する勧告や是正等必要な処置を行うこととしております。また部門業務に関連するコンプライア

ンスの徹底を推進するため、各部門長をコンプライアンス推進責任者に任命し、各部門にコンプライアンス推

進担当者を設置しております。

 

ニ．取締役の定数

当社の取締役(監査等委員であるものを除く。)の定数は８名以内、監査等委員の定数は６名以内とする旨を

定款に定めております。

 

ホ．取締役選任の決議要件

取締役の選任決議に関しては、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が

出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらない旨を定款に定めておりま

す。
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ヘ．株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とし、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要

件について、議決権を行使できる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２

以上をもってこれを行う旨を定款に定めております。

 

ト．責任限定契約の内容の概要

当社と監査等委員は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する

契約を締結しております。当該責任限定契約に基づく責任限定が認められるのは、当該監査等委員が責任の原

因となった職務の遂行において善意かつ重大な過失がないときに限られます。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。

 

チ．役員等賠償責任保険契約の内容の概要等

当社は、保険会社との間で、当社の取締役(当事業年度中に在任していたものを含む。)を被保険者とする、

会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、保険料は全額当社が負担してお

ります。

当該保険契約の内容の概要は、被保険者である対象役員が、その職務の執行に関し責任を負うこと又は当該

責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により填補するものであ

り、１年毎に契約更新しております。

なお、当該保険契約では、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は補償対象

外としており、また、填補する額について限度額を設けることにより、当該役員の職務の執行の適正性が損な

われないようにするための措置を講じております。

次回更新時には同内容での更新を予定しております。

 

リ．取締役会で決議することができる株主総会決議事項

ａ．中間配当

当社は、会社法第454条第５項の定めにより、取締役会の決議によって毎年１月31日を基準日として、中間

配当を行うことができる旨を定款に定めております。これは、株主への機動的な利益還元を可能にするため

であります。

ｂ．取締役及び監査役の責任免除

当社は、会社法第426条第１項の定めにより、取締役会の決議をもって、同法第423条第１項の行為に関す

る取締役(取締役であった者を含む。)の損害賠償責任を法令の限度において免除することができる旨を定款

に定めております。これは、取締役が期待される役割を十分に発揮することができる環境整備のためであり

ます。

また、当社は、2018年10月29日開催の第11回定時株主総会終結前の行為に関する同法第423条第１項所定の

監査役(監査役であった者を含む。)の損害賠償責任を法令の限度において、取締役会の決議によって免除す

ることができる旨を定款に定めております。

ｃ．自己株式の取得

当社は、会社法第165条第２項の定めにより、取締役会の決議によって市場取引等により自己株式を取得す

ることができる旨を定款に定めております。これは、経営環境の変化に応じた機動的な資本政策の実行を可

能にするためであります。

 
 

(2) 【役員の状況】

①　役員一覧

男性7名　女性1名　(役員のうち女性の比率　12.5％)

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)

代表取締役社長 清水　貴久 1974年７月31日生

1998年４月 警視庁入庁

1999年９月 株式会社ベンチャーリンク入社

2002年２月 有限会社マーケット・イン設立　代

表取締役

2009年９月 当社入社　FC開発部長

2012年９月 当社代表取締役社長(現任)

(注)２
5,976,800

(注)５
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取締役

営業部長
戸井　丈嗣 1977年７月15日生

2001年４月 株式会社ガイア入社

2002年６月 有限会社マーケット・イン入社

2007年10月 当社設立　代表取締役

2012年９月 当社取締役営業部長(現任)

(注)２ 31,200

取締役

管理部長
増山　弘和 1969年６月25日生

1990年４月 天馬株式会社入社

2002年９月 日東工業株式会社(現シンジーテック

株式会社)入社

2004年９月 日本電産コパル株式会社（現ニデッ

クプレシジョン株式会社）入社

2006年９月 野村貿易株式会社入社

2018年７月 当社入社

2020年９月 当社管理部長

2020年10月 当社取締役管理部長(現任)

(注)２ 800

取締役

生産部長
横田　啓 1986年４月21日生

2013年４月 当社入社

2020年12月 当社生産部長

2021年10月 当社取締役生産部長(現任)

(注)２ 800

取締役

(常勤監査等委員)

齋藤　玲子

（現姓：須田）
1970年６月15日生

1992年４月 第百生命保険相互会社(現マニュライ

フ生命保険株式会社)入社

2002年４月 アライドテレシス株式会社（現アラ

イドテレシスホールディングス株式

会社）入社

2005年10月 ブックオフコーポレーション株式会

社入社

2007年６月 同社コーポレートコミュニケーショ

ン室長

2017年７月 当社入社

2018年４月 当社管理部次長兼経営企画課長

2022年10月 当社取締役(常勤監査等委員)(現任)

(注)４ 1,000
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)

取締役

(監査等委員)
深町　周輔 1976年１月23日生

2004年10月 弁護士登録　弁護士法人かすが総合

入所

2011年１月 フォーサイト総合法律事務所入所

2012年１月 フォーサイト総合法律事務所ジュニ

ア・パートナー弁護士

2013年１月 フォーサイト総合法律事務所パート

ナー弁護士(現任)

2013年12月 株式会社バンク・オブ・イノベー

ション社外監査役

2015年７月 当社社外監査役

2016年３月 株式会社富士山マガジンサービス社

外監査役(現任)

2018年10月 当社社外取締役(監査等委員)(現任)

2018年11月 株式会社メルティンＭＭＩ社外監査

役(現任)

2019年12月 株式会社バンク・オブ・イノベー

ション社外取締役(監査等委員)(現

任)

(注)４ ―

取締役

(監査等委員)
橋元　秀行 1964年１月25日生

1991年10月 中央新光監査法人入所

1995年４月 公認会計士登録

2000年１月 橋元公認会計士事務所開設　所長(現

任)

2000年４月 税理士登録

2007年５月 東陽監査法人入所

2014年６月 東陽監査法人代表社員

2015年６月 新電元工業株式会社社外取締役

2019年10月 当社社外取締役(監査等委員)(現任)

2020年８月 東陽監査法人シニアパートナー(現

任)

(注)３ ―

取締役

(監査等委員)
長谷川　直哉 1958年11月７日生

1982年４月 安田火災海上保険株式会社（現損害

保険ジャパン株式会社）入社

2006年４月 国立大学法人山梨大学大学院持続可

能社会形成専攻准教授

2007年４月 法政大学大学院環境マネジメント研

究科兼任講師

2008年４月 中央大学大学院国際会計研究科兼任

講師、芝浦工業大学大学院工学マネ

ジメント研究科兼任講師

2011年４月 法政大学人間環境学部人間環境学科

教授（現任）

2013年９月 山梨県立大学国際関係学部兼任講師

2020年４月 サッポロホールディングス株式会社

サスティナビリティ・シニアアドバ

イザー（現任）

2021年３月 岡部株式会社社外取締役（現任）

2021年６月 日産東京販売ホールディングス株式

会社社外取締役（現任）

2022年４月 日経広告研究所客員研究員（現任）

2022年10月 当社社外取締役(監査等委員)(現任)

(注)４ ―

計 6,010,600
 

(注) １．深町周輔氏、橋元秀行氏及び長谷川直哉氏は、監査等委員である社外取締役であります。また深町周輔氏、

橋元秀行氏及び長谷川直哉氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、独立役員

として届け出ております。

２．2023年10月27日開催の定時株主総会の終結の時から１年間

３．2023年10月27日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

４．2022年10月26日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

５．清水貴久の所有株式数は、同氏の資産管理会社である株式会社近江屋が所有する株式数(4,000,000株)を含

んでおります。
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②　社外役員の状況

当社の社外取締役は３名で、当社との間には特別な利害関係はありません。

社外取締役の深町周輔氏は、長年にわたる弁護士としての職歴を通じて、法務・コンプライアンスに関する豊

富な経験と高い見識・専門性を有しており、当社の更なる経営基盤の強化と企業価値の向上を目指すにあたり、

それらを当社の監査、監督に反映していただいております。

社外取締役の橋元秀行氏は、公認会計士及び税理士として財務・会計に関する相当程度の知見及び企業経営に

関する十分な見識を有しており、当社の更なる経営基盤の強化と企業価値の向上を目指すにあたり、それらを当

社の監査、監督に反映していただいております。

社外取締役の長谷川直哉氏は、大学教授として、サステナビリティやコーポレート・ガバナンスといった分野

に精通し、高い見識・専門性を有しております。当社の更なる経営基盤の強化と企業価値の向上を目指すにあた

り、それらを当社の監査、監督に反映していただいております。

社外取締役は、業務執行の妥当性、適法性を客観的に評価是正する機能を有しており、企業経営の透明性を高

めるために重要な役割を担っております。また、取締役会等の重要な会議体に出席し、豊富な経験と幅広い知見

から取締役会等の意思決定における適正性を確保するため、経営陣から独立した中立的な立場で助言・提言を

行っております。

なお、当社は社外取締役の独立性に関する基準や方針について明確な定めを行っていませんが、株式会社東京

証券取引所が定める独立役員の独立性基準を参考に、一般株主と利益相反が生じるおそれのない社外取締役を選

任することを基本方針としております。

 
③　社外取締役による監督又は監査と内部監査、監査等委員会による監査及び会計監査との相互連携並びに内部統

制部門との関係

監査等委員である社外取締役は、常勤監査等委員と密接に連携を取りながら、取締役会などの重要な会議に出

席し、社外で得られる知見や見識及び専門的な知識を活用し、継続的な監査を行っております。

監査等委員、会計監査人、内部監査室は必要に応じて情報共有・意見交換を実施し、適時会計監査人の往査に

立会うなど、組織的な監査を行っております。
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(3) 【監査の状況】

①　監査等委員会監査の状況

イ．組織構成・人員

当社の監査等委員会は、常勤監査等委員１名(社内取締役)と社外取締役である監査等委員３名の合計４名で

構成されております。当社が常勤監査等委員を設置する理由は、役職員と日ごろからコミュニケーションを図

り経営に関する情報を入手して社外監査等委員と情報を共有すること、監査等委員会の開催における会議運営

の全般を行い、監査等委員会での活発な意見交換を促すためです。

当社の社外監査等委員は、会社と特別な利害関係をもたない独立した立場で、それぞれの得意な分野や知見

を活かした監査を行っております。深町周輔監査等委員は弁護士であり、法務・コンプライアンスに関する豊

富な経験と高い見識・専門性を有しております。橋元秀行監査等委員は公認会計士及び税理士の資格を有し、

財務・会計に関する相当程度の知識及び企業監査に関する長年の経験と高い見識を有しております。長谷川直

哉監査等委員は大学教授として、サステナビリティやコーポレート・ガバナンスの分野に精通しており、それ

らについて高い見識と専門性を有しております。

 
ロ．監査等委員会の開催頻度及び監査等委員の出席状況

監査等委員会は原則として取締役会が開催される日に、取締役会の前に開催されるほか、適宜臨時監査等委

員会が開催されます。開催日は、監査等委員全員が参加することを前提に、監査年度開始の最初の監査等委員

会で年間計画が立てられます。第16期(2022年８月１日～2023年７月31日)の監査等委員会は20回開催され、各

監査等委員の出席状況は次のとおりです。

氏　名 開催回数 出席回数(出席率)

齋藤　玲子(常勤監査等委員) 15回 15回(100％)

深町　周輔(社外監査等委員) 20回 20回(100％)

橋元　秀行(社外監査等委員) 20回 20回(100％)

　長谷川　直哉(社外監査等委員) 15回 14回(93％)
 

（注）常勤監査等委員齋藤玲子氏及び社外監査等委員長谷川直哉氏は、2022年10月26日開催の第15回

　　　 定時株主総会において選任されており、上記は当該株主総会後に開催された監査等委員会（15回）

　　　　について記載をしております。

 
監査等委員会には、原則として管理部長が参加して、当日開催される取締役会の議題について事前説明を行

い、監査等委員の議題についての理解を深めるとともに、議題に関係ない事項についても適宜監査等委員会と

管理部長が意見交換を行うなど、情報共有を図っております。

毎月15日前後に開催される定例監査等委員会には内部監査室長が参加し、前月に実施した内部監査の報告を

行うとともに、案件についての意見交換を行い、内部監査室との連携を図っております。

また、必要に応じコーポレート・ガバナンスやコンプライアンス関連、開示書類等の案件について、担当役

員及び担当者を招聘し、監査等委員との意見交換を行います。

 
ハ．監査等委員の活動状況及び主な検討事項

監査年度開始の最初の監査等委員会で、年間の監査計画、重点監査項目、各監査等委員の監査分担等を決

め、コーポレート・ガバナンス全般について全拠点をカバーする計画的な監査を行っております。

監査等委員の主な活動は次のとおりです。

・重要会議(取締役会、コンプライアンス委員会、リスク管理委員会)への出席、意見の表明、必要な提言

・代表取締役及び業務執行取締役へのヒアリング、意見交換

・各拠点への往査
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・重要な決裁書類の閲覧(稟議書、取締役会議事録、経営会議の各報告書等)

・会計監査人との連携(四半期レビュー報告会・監査報告会への参加と意見交換)

・内部監査室との連携(内部監査の立会、監査等委員会での内部監査報告)

・三様監査の実施(年４回の監査法人との会合は、原則として内部監査室を含めた三様監査)

・内部統制システムの有効性監査

・開示資料(法定開示、適時開示等)の確認

・事故が起こった場合や内部通報に関する調査委員会等への参加

第16期の主な検討項目は次のとおりです。

・取締役会の実効性の確認（任意の指名・報酬委員会で議論する内容の確認）

・決算書類の確認

・重要な設備投資の妥当性、適正性の検討及び進捗状況の確認

・サステナビリティに関する勉強会の実施、開示に関する助言

・市場選択の判断について、業務執行取締役との確認、議論

・会計監査の妥当性

・会計監査人の相当性、監査報酬の適正性の検討

・コーポレート・ガバナンスの課題及びコンプライアンスの状況についての検討

・ＫＡＭ(監査上の主要な検討事項)の記載項目及び記載内容に関する会計監査人との意見交換

常勤監査等委員の活動状況は次のとおりです。

・監査等委員会開催に係る資料の準備、委員会の設営、議事運営、議事録の作成等

・独立社外取締役監査等委員への情報共有と監査等委員内のコミュニケーションの円滑化

・役職員との日ごろのコミュニケーションによる情報の入手と情報共有

・サステナビリティ情報開示への助言

・内部監査の立会

・期末棚卸監査の立会

・監査の補助を目的とした会議(法令順守状況の確認、棚卸確認会議等)への出席

・会計監査人担当者との日ごろの対話を通したコミュニケーションの円滑化

 
②　内部監査の状況

イ．組織・人員

内部監査に関しては、代表取締役社長直轄の組織として内部監査室（内部監査担当者１名）を設置しており

ます。その活動内容については、取締役会及び監査等委員会へ報告しております。

ロ．活動

「内部監査規程」に基づき、当社各部門の内部監査を実施することで、業務の適正性・適法性の確認を行っ

ております。当事業年度においては、全部門に対して「業務執行の適正性・適法性」「内部統制の有効性」を

目的に、内部監査を実施し、取締役会及び監査等委員会へ報告を行っております。

また、財務報告に係る内部統制についても、内部監査室が評価を実施しており、一般に公正妥当と認められ

る財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠しております。財務報告に係る内部統制の評価の範囲は、財務

報告全体に重要な影響を及ぼす内部統制（全社的な内部統制）の評価を行った上で、評価対象とする業務プロ

セスを選定しており、選定された業務プロセスの分析及び評価に際しては、会計監査人へ随時監査結果及び改

善内容の報告を行い、その結果について、随時監査等委員会への共有を行っております。

 
 

③　会計監査の状況

イ．監査法人の名称

太陽有限責任監査法人

 
ロ．継続監査期間

９年間

 
ハ．業務を執行した公認会計士

指定有限責任社員　業務執行社員　公認会計士　齋藤　哲
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指定有限責任社員　業務執行社員　公認会計士　内野　福道

 
ニ．監査業務における補助者の構成

公認会計士３名

その他の補助者16名
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ホ．監査法人の選定方針と理由

当社は、監査法人の選定方針は特に定めておりませんが、品質管理体制、独立性、専門性、監査費用及び実

績を総合的に勘案し、検討した結果、適任と判断したためであります。なお、監査等委員会は、会計監査人が

会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると判断した場合、監査等委員の全員の同意に基づき、会計監

査人を解任すること、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と判断した場合、会社法第399条の２第３

項第２号に基づき、会計監査人の解任又は不再任に関して株主総会に提出する議案の内容を決定することを定

めております。

 
ヘ．監査等委員及び監査等委員会による監査法人の評価

当社の監査等委員会は、会計監査人の品質管理体制、独立性の確保、不正リスク対策、経営者及び監査等委

員とのコミュニケーション等の職務の適正を確保する体制において、特段の問題は見つからず、会計監査人と

して適正であると評価しております。

 
④　監査報酬の内容等

イ．監査公認会計士等に対する報酬の内容

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

17,100 ― 18,520 ―
 

 

ロ．監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬(ａ．を除く)

(前事業年度)

該当事項はありません。

(当事業年度)

該当事項はありません。

 
ハ．その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

(前事業年度)

該当事項はありません。

(当事業年度)

該当事項はありません。

 
ニ．監査報酬の決定方針

当社は、監査報酬の決定方針を定めておりませんが、監査等委員会の同意に基づき、規模・特性・監査日数

等を勘案した上で決定しております。

 
ホ．監査等委員会が会計監査人の報酬等に同意した理由

当社の監査等委員会で社内規程に基づき審議した結果、監査報酬の水準は適切と判断したためであります。

 

(4) 【役員の報酬等】

①　取締役報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、2022年７月29日付で、取締役会の諮問機関として任意の指名・報酬委員会を設置することを決議し、

同年８月15日開催の取締役会において、取締役(監査等委員を除く。)の個人別の報酬等の決定方針を決議してお

ります。

また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び決定さ

れた報酬等の内容が当該決定方針と整合していることや、当該決定方針に沿うものであると判断しております。

 
決定方針の内容は次のとおりです。

イ．取締役報酬の基本方針並びに構成割合

当社の取締役報酬は、経営目標を達成し持続的な成長を支える経営者としての原動力となるものであり、か
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つ報酬の決定プロセスが客観性、透明性の高いものであることを基本方針とする。原則として取締役報酬は確

定額報酬のみで構成し(100％)、業績連動報酬及び非金銭報酬を採用する場合は、法令による定め、別途定める

「役員規程」、その他関連規程に基づき決定する。

ロ．取締役報酬の算定方法

2018年10月29日開催の第11回株主総会において決議された上限額以内で、取締役の個別の業務執行状況と前

期の会社目標達成状況、将来期待される役割等を勘案して指名・報酬委員会により原案が策定される。取締役

の個別の報酬の詳細な算定方法は、別途定める取締役評価基準、その他関連規程に基づき算定される。

ハ．報酬等の付与時期・条件の決定に関する方針

最終的に決定された取締役報酬が確定額報酬のみである場合、当該報酬額を12分割したものを、毎月所定日

に支給する。

その他支給に関する条件については、就任時に締結する委任契約及び当社の「役員規程」その他関連規程に

定めるとおりとする。

ニ．報酬等の決定に係る委任に関する事項

ａ．委任を受ける者

指名・報酬委員会

ｂ．委任する権限の内容

策定された原案をもとに、社外取締役が過半数を占める指名・報酬委員会で各取締役の報酬案の妥当性が

審議され、最終的に決定される。

ｃ．権限の適切な行使のための措置

社外取締役が過半数を占める指名・報酬委員会において審議、決定されることで、手続きに公正性、客観

性、透明性が確保されております。

 
なお、当事業年度の役員報酬については、指名・報酬委員会にて以下のとおり審議を実施いたしました。

2022年８月15日　取締役選任・報酬に関する第１回審議

・業務執行部門から提出された第15回定時株主総会に諮る役員選任議案の役員候補について、各候補の選任

理由、これまでの業務実績、取締役会への貢献等の詳細な検討

・各候補の報酬案について作成された資料に基づき、その策定根拠の詳細な検討

2022年９月15日　取締役選任・報酬に関する第２回審議

・監査等委員による新任の取締役候補(監査等委員)の面談を行い、取締役としての適正について詳細な検討

2022年９月27日　取締役選任・報酬に関する第３回審議

・過去２回の審議を踏まえ、第15回定時株主総会に諮る取締役候補者として、業務執行部門から提出された

取締役候補者は当社の取締役として適任であるとの結論に到達

2022年10月26日　取締役選任・報酬に関する第４回審議

・選任された各取締役の報酬案について、適正であるとの結論に到達

②　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

 

役員区分
報酬等の総額

(千円)

報酬等の種類別の総額(千円) 対象となる
役員の員数

(人)固定報酬 業績連動報酬 退職慰労金

取締役(監査等委員
及び社外取締役を除く。)

51,265 51,265 － － 4

取締役(監査等委員)
(社外取締役を除く。)

8,864 8,864 － － 2

社外役員 14,400 14,400 － － 5
 

(注) １．取締役の報酬等の額には、2022年10月26日付で退任した取締役３名の在任中の報酬等の額が含まれておりま

す。

２．取締役(監査等委員を除く)の報酬限度額は、2018年10月29日開催の第11回定時株主総会において、年額200

百万円以内(うち、社外取締役分は年額30百万円以内)と決議いただいております。当該株主総会終結時点に

おける取締役(監査等委員を除く)の員数は、４名(うち社外取締役は０名)です。

３．取締役(監査等委員)の報酬限度額は、2018年10月29日開催の第11回定時株主総会において、年額50百万円以

内と決議いただいております。当該株主総会終結時点における取締役(監査等委員)の員数は、５名(うち社

外取締役は４名)です。
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③　役員ごとの報酬等の総額等

報酬等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 
④　使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なもの

該当事項はありません。

 
(5) 【株式の保有状況】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１．財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1963年大蔵省令第59号)に基づいて作

成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(2022年８月１日から2023年７月31日まで)の

財務諸表について、太陽有限責任監査法人により監査を受けております。

 
３．連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

 
４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取り組みについて

当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取り組みを行っております。具体的には、会計基準等の内容

を適切に把握し、的確に対応するために、社内体制の構築、会計専門誌の購読、セミナーへの参加等を行っておりま

す。
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１ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】
         

 

 (単位：千円)
          前事業年度

(2022年７月31日)
当事業年度

(2023年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,474,844 1,507,524

  売掛金 1,019,139 1,138,985

  商品及び製品 287,792 420,316

  原材料及び貯蔵品 28,053 45,642

  前払費用 55,560 58,071

  未収入金 333,812 381,663

  その他 92,089 106,139

  貸倒引当金 △58,705 △78,858

  流動資産合計 3,232,587 3,579,485

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 ※１  3,477,453 ※１  3,733,475

    減価償却累計額 △460,923 △697,423

    建物（純額） 3,016,529 3,036,051

   構築物 142,721 206,896

    減価償却累計額 △25,755 △38,794

    構築物（純額） 116,965 168,101

   機械及び装置 1,968,042 2,366,110

    減価償却累計額 △662,558 △944,782

    機械及び装置（純額） 1,305,483 1,421,328

   車両運搬具 8,637 34,260

    減価償却累計額 △5,838 △17,087

    車両運搬具（純額） 2,799 17,172

   工具、器具及び備品 146,997 201,290

    減価償却累計額 △78,779 △115,202

    工具、器具及び備品（純額） 68,218 86,088

   土地 ※１  575,900 ※１  575,900

   リース資産 3,276 3,276

    減価償却累計額 △109 △764

    リース資産（純額） 3,166 2,511

   建設仮勘定 - 52,085

   有形固定資産合計 5,089,063 5,359,240

  無形固定資産   

   商標権 2,360 1,168

   ソフトウエア 288,518 366,997

   その他 38,267 31,513

   無形固定資産合計 329,146 399,679
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 (単位：千円)
          前事業年度

(2022年７月31日)
当事業年度

(2023年７月31日)

  投資その他の資産   

   長期貸付金 53,510 46,367

   破産更生債権等 1,066 1,066

   長期前払費用 13,078 28,427

   繰延税金資産 92,131 105,370

   その他 63,607 57,139

   貸倒引当金 △14,666 △14,278

   投資その他の資産合計 208,727 224,092

  固定資産合計 5,626,937 5,983,012

 資産合計 8,859,525 9,562,497
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 (単位：千円)
          前事業年度

(2022年７月31日)
当事業年度

(2023年７月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 570,916 591,357

  １年内返済予定の長期借入金 ※１  239,400 ※１  239,400

  未払金 403,436 564,476

  未払費用 18,242 31,383

  未払法人税等 54,512 173,545

  預り金 14,933 17,797

  株主優待引当金 61,527 57,923

  契約負債 11,458 8,681

  リース債務 720 720

  その他 32,368 67,497

  流動負債合計 1,407,517 1,752,782

 固定負債   

  長期借入金 ※１  1,951,450 ※１  1,712,050

  リース債務 2,762 2,042

  預り保証金 169,085 163,290

  長期契約負債 21,121 12,927

  その他 3,210 3,210

  固定負債合計 2,147,630 1,893,520

 負債合計 3,555,147 3,646,302

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 725,645 730,286

  資本剰余金   

   資本準備金 715,645 720,286

   資本剰余金合計 715,645 720,286

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 3,864,006 4,466,578

   利益剰余金合計 3,864,006 4,466,578

  自己株式 △919 △956

  株主資本合計 5,304,378 5,916,194

 純資産合計 5,304,378 5,916,194

負債純資産合計 8,859,525 9,562,497
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② 【損益計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自　2021年８月１日
　至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

売上高 ※１  11,215,914 ※１  12,266,758

売上原価   

 商品及び製品期首棚卸高 186,720 287,792

 当期製品製造原価 3,839,887 5,519,832

 当期商品仕入高 4,388,231 3,173,034

 合計 8,414,839 8,980,659

 商品及び製品期末棚卸高 287,792 420,316

 売上原価合計 8,127,046 8,560,343

売上総利益 3,088,868 3,706,414

販売費及び一般管理費   

 給料及び手当 268,658 331,624

 運賃 537,780 718,631

 減価償却費 119,264 218,380

 業務委託費 232,166 122,928

 広告宣伝費 445,876 481,081

 貸倒損失 7,945 2,362

 貸倒引当金繰入額 23,419 20,929

 株主優待引当金繰入額 44,340 25,055

 その他 847,855 1,115,268

 販売費及び一般管理費合計 2,527,305 3,036,262

営業利益 561,562 670,152

営業外収益   

 受取利息 12,354 12,853

 受取補償金 132,022 165,890

 受取手数料 29,450 33,364

 その他 18,701 17,520

 営業外収益合計 192,529 229,629

営業外費用   

 支払利息 5,073 4,456

 賃貸費用 17,462 18,198

 減価償却費 12,216 12,259

 貸倒損失 4,051 3,368

 貸倒引当金繰入額 5,775 1,532

 その他 60 2,118

 営業外費用合計 44,640 41,933

経常利益 709,451 857,848

特別利益   

 固定資産売却益 ※２  22,916 -

 特別利益合計 22,916 -

特別損失   

 固定資産除却損 ※３  19,293 ※３  1,320

 減損損失 ※４  95,478 -

 特別損失合計 114,772 1,320

税引前当期純利益 617,595 856,528

法人税、住民税及び事業税 224,768 267,195

法人税等調整額 △9,064 △13,238

法人税等合計 215,703 253,956

当期純利益 401,891 602,571
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【製造原価明細書】

 

  
前事業年度

(自 2021年８月１日
至 2022年７月31日)

当事業年度
(自 2022年８月１日
至 2023年７月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費  2,050,830 53.4 3,235,251 58.6

Ⅱ 労務費  685,635 17.9 864,165 15.7

Ⅲ 経費 ※１ 1,103,421 28.7 1,420,415 25.7

当期総製造費用  3,839,887 100.0 5,519,832 100.0

当期製品製造原価  3,839,887  5,519,832  
 

(原価計算の方法)

原価計算の方法は、実際総合原価計算であります。

 

(注) ※１　主な内訳は次のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 2021年８月１日
至 2022年７月31日)

当事業年度
(自 2022年８月１日
至 2023年７月31日)

消耗品費(千円) 315,376 423,468

減価償却費(千円) 466,077 446,585
 

 

EDINET提出書類

株式会社シルバーライフ(E33282)

有価証券報告書

49/77



③ 【株主資本等変動計算書】

前事業年度(自　2021年８月１日　至　2022年７月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 724,137 714,137 714,137 3,488,980 3,488,980 △919 4,926,335 4,926,335

会計方針の変更によ

る累積的影響額
   △26,865 △26,865  △26,865 △26,865

会計方針の変更を反映

した当期首残高
724,137 714,137 714,137 3,462,115 3,462,115 △919 4,899,470 4,899,470

当期変動額         

新株の発行

（新株予約権の行

使）

1,508 1,508 1,508    3,016 3,016

自己株式の取得       - -

当期純利益    401,891 401,891  401,891 401,891

当期変動額合計 1,508 1,508 1,508 401,891 401,891 - 404,907 404,907

当期末残高 725,645 715,645 715,645 3,864,006 3,864,006 △919 5,304,378 5,304,378
 

 

当事業年度(自　2022年８月１日　至　2023年７月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 725,645 715,645 715,645 3,864,006 3,864,006 △919 5,304,378 5,304,378

会計方針の変更によ

る累積的影響額
      - -

会計方針の変更を反映

した当期首残高
725,645 715,645 715,645 3,864,006 3,864,006 △919 5,304,378 5,304,378

当期変動額         

新株の発行

（新株予約権の行

使）

4,640 4,640 4,640    9,281 9,281

自己株式の取得      △36 △36 △36

当期純利益    602,571 602,571  602,571 602,571

当期変動額合計 4,640 4,640 4,640 602,571 602,571 △36 611,816 611,816

当期末残高 730,286 720,286 720,286 4,466,578 4,466,578 △956 5,916,194 5,916,194
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④ 【キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自　2021年８月１日
　至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純利益 617,595 856,528

 減価償却費 610,147 689,725

 減損損失 95,478 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 20,749 19,765

 株主優待引当金の増減額（△は減少） 29,807 △3,604

 受取利息及び受取配当金 △12,354 △12,853

 支払利息 5,073 4,456

 有形固定資産除却損 19,293 1,320

 有形固定資産売却損益（△は益） △22,916 -

 売上債権の増減額（△は増加） △51,424 △119,846

 棚卸資産の増減額（△は増加） △113,093 △150,112

 仕入債務の増減額（△は減少） 29,647 20,440

 未払消費税等の増減額（△は減少） 328,731 43,242

 契約負債の増減額（△は減少） △6,141 △10,971

 その他 9,704 12,401

 小計 1,560,298 1,350,491

 利息及び配当金の受取額 12,354 12,853

 利息の支払額 △5,062 △4,400

 法人税等の支払額 △357,709 △157,515

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,209,881 1,201,428

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,419,238 △787,429

 有形固定資産の売却による収入 65,016 -

 無形固定資産の取得による支出 △120,529 △171,387

 貸付けによる支出 △16,000 △8,574

 貸付金の回収による収入 14,495 12,580

 敷金及び保証金の差入による支出 △1,168 △1,249

 敷金及び保証金の回収による収入 372 13,372

 預り保証金の返還による支出 △9,000 △8,000

 預り保証金の受入による収入 20,961 18,470

 その他投資の取得による支出 △5,879 △5,655

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,470,971 △937,873

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 500,000 -

 長期借入金の返済による支出 △239,400 △239,400

 ストック・オプションの行使による収入 3,016 9,281

 自己株式の取得による支出 - △36

 リース債務の返済による支出 △120 △720

 財務活動によるキャッシュ・フロー 263,495 △230,876

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,405 32,679

現金及び現金同等物の期首残高 1,472,438 1,474,844

現金及び現金同等物の期末残高 ※  1,474,844 ※  1,507,524
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法

(1) 商品及び製品、原材料及び貯蔵品

移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)を採用しております。

 
２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定率法(ただし、建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物について

は、定額法)を採用しております。

主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　４～34年

機械及び装置　　　　６～12年

工具、器具及び備品　２～15年

なお、取得価額が10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、３年間で均等償却を行う方法を採用し

ております。

 

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

 

(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。

 
３．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

 

(2) 株主優待引当金

株主優待券の利用による売上値引に備えるため、株主優待制度に基づき、発生すると見込まれる額を計上してお

ります。

 
４．収益及び費用の計上基準

商品又は製品の販売に係る収益は、主に卸売又は製造等による販売であり、顧客との販売契約に基づいて商品又

は製品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品又は製品を引き渡す一時点において、顧客が

当該商品又は製品に対する支配を獲得して充足されると判断し、引き渡し時点で収益を認識しております。

加盟金収入は、加盟店がサービスを受けるために契約締結時に支払う加盟金であり、当社は５年間の契約期間中

サービス提供を行う履行義務を負っております。当該履行義務は、当社がサービスを加盟店に提供する一定の期間

において充足されることから、契約期間において収益を認識しております。

 
５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び３ヵ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変

動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。
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(重要な会計上の見積り)

固定資産の減損

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

（単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

有形固定資産 5,089,063 5,359,240

無形固定資産 329,146 399,679

減損損失 95,478 －
 

 
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社は、管理会計上の区分を主な基準に独立の最小のキャッシュ・フロー単位に基づき、資産グループ化して減

損の検討を行っております。なお、遊休資産については個別の資産単位毎に把握しております。減損の兆候がある

資産グループについて、当該資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額がこれらの帳簿価額

を下回るか否かを検討し、下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計

上しております。

 

(3) 翌事業年度の財務諸表に与える影響

これらの見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際に生じた時期

及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度以降の財務諸表において認識する金額に重要な影響を与える可能性

があります。

 
(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することと

いたしました。なお、これによる当事業年度に係る財務諸表への影響はありません。

なお、「金融商品関係」注記の金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項における投資信託に関する注

記事項においては、時価算定会計基準適用指針第27―３項に従って、前事業年度に係るものについては記載して

おりません

 

(未適用の会計基準等)

・「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日　企業会計基準委員会）

・「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号　2022年10月28日　企業会計基準委員会）

・「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日　企業会計基準委員会）

 
(1）概要

その他の包括利益に対して課税される場合の法人税等の計上区分及びグループ法人税制が適用される場合の子会社

株式等の売却に係る税効果の取扱いを定めるもの。

 
(2）適用予定日

2025年７月期の期首から適用します。

 
(3）当該会計基準等の適用による影響

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用による財務諸表に与える影響額についてはありませ

ん。
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(表示方法の変更)

(貸借対照表関係)

　前事業年度において、「固定負債」の「その他」に含めていた「長期契約負債」は、金額的重要性が増したた

め、当事業年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸

表の組替えを行っております。

　この結果、前事業年度の貸借対照表において、「固定負債」の「その他」に表示していた24,331千円は、「長

期契約負債」21,121千円、「その他」3,210千円として組み替えております。

 
（キャッシュ・フロー計算書）

　前事業年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「契約負債の増減額

（△は減少）」は、金額的重要性が増したため、当事業年度より独立掲記することとしました。この表示方法の

変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前事業年度のキャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「そ

の他」に表示していた3,563千円は、「契約負債の増減額（△は減少）」△6,141千円、「その他」9,704千円とし

て組み替えております。

 

(貸借対照表関係)

※１　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

建物 1,899,539千円 1,815,909千円

土地 209,683 209,683 

計 2,109,223 2,025,592 
 

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

１年内返済予定の長期借入金 167,400千円 167,400千円

長期借入金 1,595,450 1,428,050 

計 1,762,850 1,595,450 
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(損益計算書関係)

※１　顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客との

契約から生じる収益の金額は、「注記事項（収益認識関係）１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報」

に記載しております。

 
※２　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

土地 22,900千円 －千円

工具、器具及び備品 16 － 

計 22,916 － 
 

 

※３　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

建物 －千円 13千円

構築物 － 1,306 

機械及び装置 19,293 － 

計 19,293 1,320 
 

 

※４　減損損失の内容は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

建物 87,509千円 －千円

構築物 7,969 － 

計 95,478 － 
 

当社の事業内容は、食材製造販売事業の単一セグメントのみであるため、事業所所在地及び事業所開所予定地を

グルーピングの単位といたしました。

2022年３月に群馬県邑楽郡千代田町における赤岩物流センターを埼玉県加須市内における加須センターに移転い

たしました。

赤岩物流センターの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、建物、構築物を減損損失計上いたしまし

た。

なお、建物、構築物の正味売却価額による測定は、不動産鑑定士による2022年８月４日現在の評価によるもので

あります。

 

EDINET提出書類

株式会社シルバーライフ(E33282)

有価証券報告書

55/77



 

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　2021年８月１日　至　2022年７月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数(株)

当事業年度増加
株式数(株)

当事業年度減少
株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式(注)１ 10,770,000 22,400 － 10,792,400

合計 10,770,000 22,400 － 10,792,400

自己株式     

普通株式 399 － － 399

合計 399 － － 399
 

(注) １．発行済株式総数の増加22,400株は、新株予約権の行使による増加によるものであります。

 
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当事業
年度末残高
(千円)

当事業
年度期首

当事業
年度増加

当事業
年度減少

当事業
年度末

提出会社

ストック・オプションと
しての第１回新株予約権

― ― ― ― ― ―

ストック・オプションと
しての第２回新株予約権

― ― ― ― ― ―

ストック・オプションと
しての第３回新株予約権

― ― ― ― ― ―

合計 ― ― ― ― ― ―
 

 
３．配当に関する事項

該当事項はありません。

 
当事業年度(自　2022年８月１日　至　2023年７月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数(株)

当事業年度増加
株式数(株)

当事業年度減少
株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式(注)１ 10,792,400 50,400 － 10,842,800

合計 10,792,400 50,400 － 10,842,800

自己株式     

普通株式(注)２ 399 23 － 422

合計 399 23 － 422
 

(注) １．発行済株式総数の増加50,400株は、新株予約権の行使による増加によるものであります。

２．自己株式数の増加23株は、単元未満株式の買取りによる増加によるものであります。
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２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当事業
年度末残高
(千円)

当事業
年度期首

当事業
年度増加

当事業
年度減少

当事業
年度末

提出会社

ストック・オプションと
しての第１回新株予約権

― ― ― ― ― ―

ストック・オプションと
しての第２回新株予約権

― ― ― ― ― ―

ストック・オプションと
しての第３回新株予約権

― ― ― ― ― ―

合計 ― ― ― ― ― ―
 

 
３．配当に関する事項

基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

 1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年10月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 162 15 2023年７月31日 2023年10月30日
 

 
 

(キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

現金及び預金勘定 1,474,844千円 1,507,524千円

現金及び現金同等物 1,474,844 1,507,524 
 

 

 
(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、投機的な取引は行わない方針であります。また、主に金

融機関からの借入により必要な設備資金を調達しております。

 
(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。未収入金は、主に、ファクタリング債権であ

り、ファクタリング会社等の信用リスクに晒されております。貸付金(１年以内に回収予定のものを含む)は、貸付

先の信用リスクに晒されております。営業債務である買掛金並びに未払金は、２か月内の支払期日であります。

 
(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

当社は、営業債権について、一部口座振替による債権回収を行うことで信用リスクを低減しております。また

管理部財務課において未回収債権の有無の確認を行い、回収遅延が発生した場合には速やかに営業部と連動して

債権回収を行っております。また「与信管理規程」に従い、取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手

ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握やリスクの低減を図っ

ております。

②　市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理

当社は、金融機関からの借入により設備資金を調達する方針であります。管理部財務課で金利の変動をモニタ

リングし、金利の上昇局面では固定金利条件の借入や、金利の下降局面では借り換え等を行い、金利の変動に係

るリスクを低減する方針であります。

③　資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

管理部財務課は適時資金計画表を作成・更新するとともに、手元流動性の維持などにより流動性リスクを管理
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しております。

 
(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当

該価額が変動することがあります。

 
２．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度(2022年７月31日)

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

長期借入金(１年内返済予定を含む) 2,190,850 2,163,107 △27,742
 

(注) １．「現金及び預金」については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため、時価が帳簿価額にほ

ぼ等しいことから、記載を省略しております。

２．「売掛金」、「未収入金」、「買掛金」、「未払金」については、短期間で決済されるため、時価が帳簿価

額にほぼ等しいことから、記載を省略しております。

 
当事業年度(2023年７月31日)

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

長期借入金(１年内返済予定を含む) 1,951,450 1,931,119 △20,330
 

(注) １．「現金及び預金」については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため、時価が帳簿価額にほ

ぼ等しいことから、記載を省略しております。

２．「売掛金」、「未収入金」、「買掛金」、「未払金」については、短期間で決済されるため、時価が帳簿価

額にほぼ等しいことから、記載を省略しております。

３．長期借入金その他の有利子負債の決算日後の返済予定額

前事業年度(2022年７月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 239,400 239,400 239,400 239,400 239,400 993,850
 

 
当事業年度(2023年７月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 239,400 239,400 239,400 239,400 235,400 758,450
 

 
３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類

しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

前事業年度（2022年７月31日）

（単位：千円）

 
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ― 2,163,107 ― 2,163,107
 

 

当事業年度（2023年７月31日）

（単位：千円）

 
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ― 1,931,119 ― 1,931,119
 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

長期借入金

変動金利によるものは、短期間で市場金利に基づいて利率を見直しており、借入を行っている当社の信用状況

は借入実行時から大きく異なっていないため、時価は帳簿価額に近似していると考えられることから、当該帳簿

価額によっており、レベル２の時価に分類しております。また、固定金利によるものは、元金利の合計額を新規

に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類

しております。

 
(ストック・オプション等関係)

１．ストック・オプションに係る費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

 
２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1) ストック・オプションの内容

 

 
第１回

ストック・オプション
第２回

ストック・オプション
第３回

ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数
当社取締役　３名
当社従業員　31名

当社取締役　４名
当社従業員　37名

当社取締役　４名
当社従業員　43名

株式の種類別のストック・オプション
の数(注)１．

普通株式 160,000株 普通株式 311,200株 普通株式 194,400株

付与日 2015年６月23日 2016年３月18日 2016年11月18日

権利確定条件 (注)２． (注)２． (注)２．

対象勤務期間 ― ― ―

権利行使期間
自　2017年５月21日
至　2025年５月20日

自　2018年２月16日
至　2026年２月15日

自　2018年10月29日
至　2026年10月28日

 

(注) １．株式数に換算して記載しております。なお、2017年３月４日付株式分割(普通株式１株につき20株の割合)、

2018年５月１日付株式分割(普通株式１株につき２株の割合)及び2019年10月１日付株式分割(普通株式１株

につき２株の割合)による分割後の株式数に換算して記載しております。

２．権利行使時においても、当社または当社子会社の取締役及び従業員の地位にあることを条件としておりま

す。ただし、任期満了による退任、定年退職、会社都合による退任・退職、業務上の疾病に起因する退職及

び転籍その他正当な理由の存する場合で、取締役会が認めた場合はこの限りではありません。
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(2) ストック・オプションの規模及びその変動状況

当事業年度(2023年７月期)において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数につ

いては、株式数に換算して記載しております。

①　ストック・オプションの数

 

  
第１回

ストック・オプション
第２回

ストック・オプション
第３回

ストック・オプション

権利確定前 (株)    

前事業年度末  ― ― ―

付与  ― ― ―

失効  ― ― ―

権利確定  ― ― ―

未確定残  ― ― ―

権利確定後 (株)    

前事業年度末  23,200 91,200 66,800

権利確定  ― ― ―

権利行使  4,000 29,600 16,800

失効  ― ― ―

未行使残  19,200 61,600 50,000
 

(注)　2017年３月４日付株式分割(普通株式１株につき20株の割合)、2018年５月１日付株式分割(普通株式１株につき

２株の割合)及び2019年10月１日付株式分割(普通株式１株につき２株の割合)による分割後の株式数に換算して

記載しております。

 
②　単価情報

 

  
第１回

ストック・オプション
第２回

ストック・オプション
第３回

ストック・オプション

権利行使価格 (円) 42 124 324

行使時平均株価 (円) 1,329 1,390 1,419

付与日における公正な評価単価 (円) ― ― ―
 

(注)　2017年３月４日付株式分割(普通株式１株につき20株の割合)、2018年５月１日付株式分割(普通株式１株につき

２株の割合)及び2019年10月１日付株式分割(普通株式１株につき２株の割合)による分割後の価格に換算して記

載しております。

 
３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法

ストック・オプション付与日時点において、当社は株式を上場していないことから、ストック・オプションの公正

な評価単価の見積方法を単位当たりの本源的価値の見積りによっております。また、単位当たりの本源的価値を算定

する基礎となる自社の株式価値は、第１回及び第２回ストック・オプションについては純資産価額方式及び類似業種

比準方式による折衷法、第３回ストック・オプションについては当社の事業計画に基づいたＤＣＦ法による評価額を

参考に算定しております。

 
４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法

基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を採用しており

ます。

 
５．ストック・オプションの単位当たりの本源的価値により算定を行う場合の当事業年度末における本源的価値の合計
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額及び当事業年度において権利行使されたストック・オプションの権利行使日における本源的価値の合計額

(1) 当事業年度末における本源的価値の合計額　　　　　　　　             140,686千円

(2) 当事業年度において権利行使された本源的価値の合計額　　              61,032千円

 

(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

(2022年７月31日)
 

当事業年度
(2023年７月31日)

繰延税金資産      

未払事業税 4,582千円  11,051千円

未払金(賞与) 3,644  6,185 

貸倒引当金 22,466  28,518 

その他 61,437  59,615 

繰延税金資産合計 92,131  105,370 

繰延税金資産の純額 92,131  105,370 
 

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 
前事業年度

(2022年７月31日)
 

当事業年度
(2023年７月31日)

法定実効税率 30.62％  －％

(調整)      

税額控除 △5.14  － 

住民税均等割 1.38  － 

留保金課税 7.80  － 

その他 0.27  － 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 34.93  － 
 

(注) 当事業年度は、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の差異が法定実効税率の100分の５

以下であるため注記を省略しております。
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(収益認識関係)

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前事業年度（自　2021年８月１日　至　2022年７月31日）

（単位：千円）

販売先別

顧客との契約から生じる収益

その他の収益 合計一定の期間にわたり
移転される財又は

サービス

一時点で移転される
財又はサービス

FC加盟店 17,825 8,063,154 ― 8,080,979

高齢者施設等 － 1,307,221 ― 1,307,221

直販・その他 － 1,827,713 ― 1,827,713

合計 17,825 11,198,089 ― 11,215,914
 

 
当事業年度（自　2022年８月１日　至　2023年７月31日）

（単位：千円）

販売先別

顧客との契約から生じる収益

その他の収益 合計一定の期間にわたり
移転される財又は

サービス

一時点で移転される
財又はサービス

FC加盟店 17,862 8,505,534 ― 8,523,397

高齢者施設等 － 1,325,027 ― 1,325,027

直販・その他 － 2,418,332 ― 2,418,332

合計 17,862 12,248,895 ― 12,266,758
 

 
２．収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は「注記事項（重要な会計方針）４．収益及び費用の計上基準」に記載のと

おりです。

 
３．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報

(1)契約負債の残高等

（単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

 契約負債（期首残高） 38,721 32,580

 契約負債（期末残高） 32,580 21,609
 

契約負債は、主に加盟金収入に係る顧客からの前受金に関連するものであります。契約負債は、収益の認識に伴い

取り崩されます。

前事業年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、14,916千円であります。ま

た、前事業年度において、契約負債が6,141千円減少した主な理由は、契約期間の経過に伴う収益認識による契約負債

の取り崩し等によるものであります。

当事業年度に認識された収益の額のうち、期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、11,913千円であります。

また、当事業年度において、契約負債が10,971千円減少した主な理由は、契約期間の経過に伴う収益認識による契約

負債の取り崩し等によるものであります。
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(2)残存履行義務に配分した取引価格

残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

１年以内 11,458 8,681

１年超～２年以内 9,458 6,847

２年超 11,663 6,079

合計 32,580 21,609
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業内容は、食材製造販売事業の単一セグメントのみであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略して

おります。

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、該当事項はありませ

ん。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当社の事業内容は、食材製造販売事業の単一セグメントのみであるため、記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

１株当たり純資産額 491.51円 545.65円

１株当たり当期純利益 37.26円 55.74円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

36.66円 55.02円
 

(注)　１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。
 

 
前事業年度

(自　2021年８月１日
至　2022年７月31日)

当事業年度
(自　2022年８月１日
至　2023年７月31日)

１株当たり当期純利益   

当期純利益(千円) 401,891 602,571

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 401,891 602,571

普通株式の期中平均株式数(株) 10,786,519 10,811,156

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 177,262 141,417

(うち新株予約権(株)) (177,262) (141,417)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―
 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】
 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却
累計額
(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

建物 3,477,453 256,870 848 3,733,475 697,423 237,335 3,036,051

構築物 142,721 65,861 1,685 206,896 38,794 13,418 168,101

機械及び装置 1,968,042 398,449 381 2,366,110 944,782 282,604 1,421,328

車両運搬具 8,637 25,622 － 34,260 17,087 11,249 17,172

工具、器具及び備品 146,997 61,030 6,737 201,290 115,202 43,160 86,088

土地 575,900 － － 575,900 － － 575,900

リース資産 3,276 － － 3,276 764 655 2,511

建設仮勘定 － 380,732 328,647 52,085 － － 52,085

有形固定資産計 6,323,028 1,188,567 338,299 7,173,295 1,814,055 588,422 5,359,240

無形固定資産        

商標権 12,037 － － 12,037 10,868 1,192 1,168

ソフトウエア 435,257 178,487 7,187 606,557 239,560 100,008 366,997

その他 38,674 142,534 149,187 32,021 508 102 31,513

無形固定資産計 485,968 321,021 156,374 650,615 250,936 101,302 399,679
 

(注) １.当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。

建物

・群馬工場改修工事 　　　　　　　　152,469千円

・栃木工場改修工事 　　　　　　　　 33,036千円

・加須センター改修工事 　　　　　　 69,814千円
 
構築物

・加須センター改修工事　　　 　　　 57,272千円
 
機械及び装置

・群馬工場製造設備 　　　　　　　 120,460千円

・加須センター倉庫設備  　　　　　178,435千円
 
車両運搬具

・加盟店用レンタルコムス　　 　　　 12,420千円

・加須センターフォークリフト他 　 11,202千円
 
工具、器具及び備品

・群馬工場PC他　　　　　　　　　　 21,771千円

・栃木工場PC他　　　　　　　　　　 14,017千円

・加須センター備品　　　　　　　　 15,466千円
 
ソフトウエア

・こだわりシェフ・おてがるシェフ　 22,209千円

・冷凍弁当直販システム 　　　　　　 27,696千円

・ライフミール関連費用　　　　　　 62,038千円

・入出庫依頼システム　　　　　　　 21,623千円
 
２．建設仮勘定の当期増加額の主な内訳は群馬工場設備投資66,992千円、栃木工場設備投資45,573千円、加須セ

ンター設備投資268,167千円であり、当期減少額は、各資産科目への振替額であります。
 
３．その他の当期増加額の主な内訳はライフミール関連費用49,322千円、冷凍弁当直販システム27,131千円、入

出庫依頼システム22,154千円であり、当期減少額は、各資産科目への振替額であります。
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【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

１年内に返済予定の長期借入金 239,400 239,400 0.20   2023年～2024年

長期借入金(１年内に返済予定の
ものを除く。)

1,951,450 1,712,050 0.20   2024年～2036年

合計 2,190,850 1,951,450 ― ―
 

(注) １．平均利率については、期中平均借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金(１年内に返済予定のものを除く。)の貸借対照表日後５年間の返済予定額は以下のとおりであり

ます。
 

 
１年超２年以内

(千円)
２年超３年以内

(千円)
３年超４年以内

(千円)
４年超５年以内

(千円)

長期借入金 239,400 239,400 239,400 235,400
 

 

【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 73,372 63,395 2,695 40,933 93,137

株主優待引当金 61,527 81,355 28,680 56,279 57,923
 

(注)１．貸倒引当金の「当期減少額(その他)」の欄の金額は、一般債権の貸倒実績率による洗替額であります。

　　２．株主優待引当金の「当期減少額(その他)」の欄の金額は、使用実績率による洗替額であります。

【資産除去債務明細表】

当事業年度期首及び当事業年度末における資産除去債務の金額が当事業年度期首及び当事業年度末における負債

及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、記載を省略しております。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　流動資産

イ．現金及び預金

区分 金額(千円)

現金 843

預金  

普通預金 1,506,680

合計 1,507,524
 

 
ロ．売掛金

相手先別内訳

相手先 金額(千円)

株式会社ゼウス 139,765

株式会社クロスエッジ 41,830

株式会社バイオフィリア 25,014

Amazon Market Place 19,725

GMOペイメントサービス株式会社 18,165

その他 894,484

合計 1,138,985
 

 
売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
(千円)
(Ａ)

当期発生高
(千円)
(Ｂ)

当期回収高
(千円)
(Ｃ)

当期末残高
(千円)
(Ｄ)

回収率(％)
 

(Ｃ)
×100

(Ａ)＋(Ｂ)
 

滞留期間(日)
 (Ａ)＋(Ｄ)  
 ２  
 (Ｂ)  
 365  

 

1,019,139 11,379,272 11,259,426 1,138,985 90.8 35
 

 
ハ．商品及び製品

品目 金額(千円)

冷蔵・冷凍食材、冷凍弁当 387,587

その他 32,729

合計 420,316
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ニ．原材料及び貯蔵品

区分 金額(千円)

製造用食材 40,823

販促物貯蔵品 4,819

合計 45,642
 

 
ホ．未収入金

相手先 金額(千円)

三菱ＵＦＪファクター株式会社 378,525

その他 3,137

合計 381,663
 

 
②　流動負債

イ．買掛金

相手先 金額(千円)

アイサービス株式会社 191,932

株式会社インタークロス 80,665

スターゼン株式会社 33,204

株式会社ニッカネ 32,939

株式会社バイオグリーン 32,297

その他 220,316

合計 591,357
 

 
ロ．未払金

相手先 金額(千円)

従業員給与 146,561

ヤマト運輸株式会社 83,519

株式会社恒電社 41,668

株式会社ヤマノ 36,632

eソリューションサービス株式会社 23,363

その他 232,732

合計 564,476
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ハ．未払法人税等

区分 金額(千円)

未払法人税等 173,545

合計 173,545
 

 
③　固定負債

イ．預り保証金

相手先 金額(千円)

FC加盟店 163,290

合計 163,290
 

 

(3) 【その他】

当事業年度における四半期情報等

 

(累計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当事業年度

売上高(千円) 3,015,351 6,015,308 9,022,367 12,266,758

税引前四半期(当期)純利益
(千円)

289,798 507,251 698,824 856,528

四半期(当期)純利益(千円) 183,044 317,575 437,226 602,571

１株当たり四半期(当期)
純利益(円)

16.95 29.40 40.46 55.74
 

 
(会計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益(円) 16.95 12.45 11.06 15.27
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 毎年８月１日から翌年７月31日まで

定時株主総会 毎事業年度末日の翌日から３か月以内

基準日 毎年７月31日

剰余金の配当の基準日
毎年１月31日
毎年７月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

取扱場所
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 ―

買取手数料 無料

公告掲載方法

電子公告により行う。ただし、事故その他やむを得ない事由によって、電子公告によ
る公告をすることができない場合の公告方法は、日本経済新聞に掲載する方法とす
る。
当社の公告掲載ＵＲＬは次のとおりであります。
https://www.silver-life.co.jp/

株主に対する特典
毎年７月31日現在の株主に対し、年１回、以下の基準により、優待券を贈呈する。
・所有株式数200株以上の株主に対し、当社ＥＣサイトで利用できる優待券を一律
10,000円(5,000円券２枚)贈呈する。

 

(注)　当会社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができない旨、

定款に定めております。

(1) 会社法第189条第２項各号に掲げる権利

(2) 取得請求権付株式の取得を請求する権利

(3) 募集株式または募集新株予約権の割当てを受ける権利
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度(第15期)(自　2021年８月１日　至　2022年７月31日)2022年10月27日関東財務局長に提出

(2) 内部統制報告書及び確認書

2022年10月27日関東財務局長に提出

(3) 四半期報告書及び確認書

(第16期第１四半期)(自　2022年８月１日　至　2022年10月31日)2022年12月12日関東財務局長に提出

(第16期第２四半期)(自　2022年11月１日　至　2023年１月31日)2023年３月10日関東財務局長に提出

(第16期第３四半期)(自　2023年２月１日　至　2023年４月30日)2023年６月８日関東財務局長に提出

(4) 四半期報告書の訂正報告書及び確認書

(第16期第１四半期)(自　2022年８月１日　至　2022年10月31日)2022年12月26日関東財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

 

2023年10月30日

株式会社シルバーライフ

取締役会　御中

 
太陽有限責任監査法人

 

東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 齋藤　哲 印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 内野　福道 印

 

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社シルバーライフの2022年８月１日から2023年７月31日までの第16期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明

細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社シルバーライフの2023年７月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査上の主要な検討事項

監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要である

と判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成におい

て対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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調理済食材販売事業における収益認識

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

会社は、高齢者向け配食サービスのフランチャイズ本
部の運営及びフランチャイズ加盟店等への調理済み食材
の販売を主な事業としている。「注記事項（収益認識関
係）１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報」
 に記載のとおり、顧客との契約から生じる収益のう
ち、一時点で移転される財又はサービスの額の合計は
12,248,895千円である。
「注記事項（重要な会計方針）４．収益及び費用の計

上基準」 に記載のとおり、会社は顧客との販売契約に
基づいて商品又は製品を引き渡す履行義務を負ってお
り、それらの引き渡し時点において当該履行義務は充足
されると判断し、収益を認識している。
会社は、販売先である各フランチャイズ加盟店等が消

費者に商品又は製品を提供する予定日（以下、「基準
日」とする）を基準として請求書を発行している。その
ため、受発注システムにおいては、「基準日」ごとに、
請求データの基となる出荷データが自動生成される。自
動生成された出荷データのうち「基準日」が期末日まで
のものは、請求書発行の基となる調整前売上高として会
計システムに入力している。その後、会社は、出荷時点
から引き渡し時点までが通常の期間であることを踏まえ
て、出荷時点が期末日までのデータを売上高とするため
に、「基準日」未到来の出荷データを調整額として会計
システムに入力している。
調理済み食材販売における収益認識については、受発

注システムにより自動生成された「基準日」に基づく調
整前売上高から、出荷時点に基づく売上高への調整額を
算定する際に手作業を伴うことから、会計処理における
誤謬リスクが存在する。このことから、当監査法人は当
該事項を監査上の主要な検討事項に該当するものと判断
した。

当監査法人は、調理済み食材販売における収益認識の
妥当性を検討するため、主に以下の監査手続を実施し
た。
・会社の内部統制（IT統制を含む販売プロセス及び決

算・財務プロセス）について、整備状況及び運用状況を
評価した。
・調整前売上高が正確に集計され会計システムに仕訳

入力されていることを、受発注システムから「基準日」
ごとに抽出したデータと総勘定元帳を照合することによ
り確かめた。
・会社が調整対象として抽出した出荷データにおける

「基準日」及び引き渡し時点が正確であることを、サン
プリングによって出荷伝票と発送指示書とを突合するこ
とにより確かめた。
・会社が調整対象として抽出した出荷データが、正確

に集計され会計システムに仕訳入力されていることを確
かめた。
・期末日後に取消処理されている売上高の有無を把握

するとともに、取消処理されている場合には担当者へ取
引の合理性に関して質問し、売上高の期間帰属が正しく
行われているかどうかを確かめた。

 

 
その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経営

者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告

プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載

内容に対して意見を表明するものではない。

財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と

財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような

重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

監査人は、監査等委員会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項を監

査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されてい

る場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合

理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。
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＜内部統制監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社シルバーライフの

2023年７月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

当監査法人は、株式会社シルバーライフが2023年７月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上

記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠し

て、財務報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監

査証拠を入手したと判断している。

 

内部統制報告書に対する経営者及び監査等委員会責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

監査等委員会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

内部統制監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかにつ

いて合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することに

ある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施す

る。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び

適用される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内

部統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人

は、内部統制報告書の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責

任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、識別し

た内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項につい

て報告を行う。

 

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。
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利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 

(注) １．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出

会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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